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　キャザーは評論集『40歳以下でなく』(1936)の序文の中で、「世界は1922年か、その当たりで二

つに分裂した。そして、この書に収めた小品の中で思い起こされている人物や偏見は、過去七千年

の世界に属するものとなった……これらの小品は後ろ向きの人々の為に、その仲間の一人によって

書かれたものである」1と述べている。この言葉は第一次大戦後のアメリカ社会に対するキャザー

の幻滅と絶望を表明するものであjり、彼女の時間観と世界観が1922年当たりで完全に逆転したこと

を意味するものである。事実、現実のアメリカ社会を正視して書かれたキャザーの1922年以降の小

説は全て、「破壊」としての時間の重荷を軸に、開拓者世界の敗北と崩壊を描くアメリカの悲劇で

ある。というのも、彼女は人生に夢とロマンを求める非凡な時間の肯定者を広く開拓者と呼び、彼

らの生き方を人間の理想として、開拓者世界の興亡の歴史を描き続けた作家だからである。

　ここで、キャザー文学の展開を思い見る時、第一次大戦が彼女の時間観と世界観に決定的な影響

を与えているのは間違いのない事実である。なぜなら、大戦前に書かれた『おお、開拓者だちよ！』

(1913)が新大陸の辺境と人間の未来を絶賛しているのに対して、大戦中に書かれた『私のアント

ニーア』(1918)はノスタルジックな時め重荷で縁取られ、後ろ向きに時間を讃えているからであ

り、また大戦後に書かれた彼女の一連の小説は、近代アメリカ社会に於ける時間の重荷を悲劇的に

描いているからである。言い換えれば、時間に捉われた作家キャザーめ文学は、彼女の時間観の変

遷を忠実に反映しながら、大戦前のべ叙事詩的作品〉から戦時下の〈牧歌的作品〉を経て、大戦後

の〈風劇的作品〉へと展開2してゆくのである。この展開は古典文学の愛好者であったキャザーに

は極めて相応しいものと言えようが、彼女の描いたアメリカの悲劇が風刺に貫かれているのは、開

拓者が徹底した時間の肯定者であるのに対して、彼らの生きるアメリカ社会にもはや時間の意義は

存在しないからである。換言すれば、時間の正体が「破壊」でしかない暗黒の世界で、時間を肯定

するところに風刺が生じるのは必然であり、その行き着く先は如何なる形であろうと、悲劇以外に

あり得ないのは自明である。第一次大戦が始まって以来、キャザーは手紙や会話の中で「私たちの

現在は破滅しているが一一－しかし、私たちには美しい過去があった」3と繰り返し述べたと言わ

れている。その第一次大戦を背景として、近代アメリカ社会の悲劇を描いた彼女の最初の風刺小説

が『我らの一人』(1922)である。



28 高知大学学術研究報告　第43巻(1994年）人文科学

　この作品はキャザーが唱える「家具を取り払った小説」4の理論に最も反する写実的な長編小説

であり、また評者によっても不当に酷評され、無視されてきた5．正直言って、『我らの一人』は彼

女の大作と比べれば、技法的には見劣りするところかおるのは事実である。とはいえ、ここで改め

て彼女の文学の展開を振り返る時、この小説をマイナＴな作品として考察の対象から外すことは出

来なくなる。というのも、『我らの一人』はキャザーの時間観と世界観をペシミズム一色に決定づ

けた、第一次大戦後のアメリカ社会の現実を見据えた上で書き上げられ、問題の1922年に出版され

た作品であり、彼女が描いた一連のアメリカの悲劇の出発点に位置しているからである。つまり、

『我らの一人』はキャザー文学の一つの重要な展開点を成す作品であり、この小説を無視して作家

キャザーとその文学の核心に迫ることは出来ないのである。従って、「芸術的に見れば、『我らの一

人』はキャザーの小説の中で最も不出来なものに属するが、しかし、内容とテーマの観点から言え

ば、通常認識されている以上に意義のある作品である」?というマックファーランドの指摘は、ま

さに正鵠を射たものと言えよう○

　小説は全５巻から構成され、その内容はネブラスカの辺境開拓地と人間、延てはアメリカ社会の

変貌を背景に、第一次大戦で戦死したキャザーの若い従弟7をモデルとして、その精神の遍歴を描

いた〈意識のドラマ〉である。彼女が主人公の名前をクロード・ウィーラーとしているのは極めて

暗示的である。というのも、彼の名前のイニシャルを逆にすれば、W. C. (作者の名前のイニシャ

ル）となるからである。つまり、ネブラスカの辺境と人間の変貌に対するクロードの〈幻滅〉は、

紛れもな､くキャザー自身と同じものであるのに対して、第一次大戦に対する最終的な評価に関して

は、両者の立場は正反対であることを意味するものである。キャザーは大戦の当初から「この戦争

が彼女にとって非常に大切な、精神的努力の世界に属する全てのものに脅威を与えるものだ」8と

心を痛め、加えて、戦後のアメリカ社会を直視することによって、自己の世界観と時間観を決定づ

けられた人間である。従って、第一次大戦を正真正銘の聖戦と信じ、その参戦に人生の生き甲斐を

見出すクロードの思いは、彼女にとって、救い難い〈幻想〉以外の何ものでもなかったのは自明で

ある。キャザーの風刺の力点は飽くまでもクロードを取り巻く外部世界にあるとしても、彼女が主

人公の名前に語源的には"lame”を意味するClaudeを採用し、それを作品の中で意識的に

"clod”（間抜け）と結び付けているのは意味のないことではあるまい。本稿の目的は『我らの一犬』

をアメリカの悲劇を描く意識のドラマと捉え、その形式と内容を時間の観点から探ることにある。

クロードが嵌る四つの罠を軸に論を進めたい。というのも、彼は新しい時代の中で人生に夢を求め

て、模索するロマンティストであるが、この若者を捕らえて殺す悲劇の世界を具象的に象徴するに

は、罠のイメージが最も相応しいと言えるからである。第一巻から第三巻まではネブラスカを、第

四巻はアメリカからフランスに向かう大西洋の航海を、第五巻は戦時下のフランスと大戦後のアメ

リカ、＼特に、クロードの故郷を舞台とし、全編を通して語るのは第三人称の語り手（以下簡単に語

り手と呼ぶ）である。では、第一巻の「ラヴリー川の辺で」(1912年８月-1914年２月）から見て

みよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II）

　物語はネブラスカの片田舎を舞台に、クロードの10代（彼の誕生日は９月15日頃と推測される）

が殆ど終わろうとしている、ある夏の８月から始まる。その片田舎の地名と物語が始まる年を作者

は意図的に明らかにはしていないが、作品を綿密に通読すれば、その年は西暦1912年であり、舞台

はアレクサンドラやアントニーアが輝かしい勝利と栄光を収めた辺境開拓地、ディヴァイドである

のは自明である。そのディヴァイドを流れるプラット川が作品の中でラヴリー("lovely”）川と名

付けられているところに作者の風刺かおる。というのも、ディヴァイドに対するキャザーの評価は、

前作の『私のアントニーア』と本作品では完全に逆転しているからである。作品に則して言えば、
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1890年代の前半に生まれ、アントニーアの次の世代に属するク＼ねーしドにとって、＼故郷二（以下はディ

ヴァイドとも呼ぶ）は幻滅と挫折の舞台であり√ラヴリ≒=川の辺で彼がににするのは不満と慨嘆の

声のみである。Ｔラヴリ÷川め辺で彼と友人のア¬ネストは座宍り込んで√歴史の本が終末に来たこ

と、世界が貪欲極まり無い老齢に達し、高貴な企てが永遠に失われてしまﾉつたことを共に嘆き悲し

んだものであった」（p.219）9＼という語り手の言葉は、/そ９＝つめ証左であるレ竹は、クロ¬下と

彼を取りj巻く外部世界について具体的に見てみよう．レ　　　　ニ．･．･　．･．．　　　．･．･．．　　・．･．．　　･･

　キャザーはクロードを「理想主義者」(p. 181)ﾄと呼んでいるが、この若者と彼女の描いた精神

の開拓者たち√中でも分身的人物である八二トレイ．：アレグザヅダト＼（『アレグザンダー－の橋』

［1912トの主人公］やゴッドフリー・ナポレオン・セｙトピータＴ（『教授の家』［1925］犬の主人公）

との間に顕著な共通点が見られるのは確かであるよ先ず第÷に、学生時代のバートレイし（彼の少年

時代は描かれていない）はベルクソンの言う「衝動の人」1o、し=一万換I言すれば、極端な千行動の人士で

あるが、:ク･ロードもまた本質的に同じタイプの人間であるよ語り＼手は「気性め激しさ＼と絶えず動き

回らずにはおれないというのがくクロー下の少年時代の一番目立うた特徴であ？だ」＼（pJ6）＼と述

べている．次に、バートレイもセントピーターも徹底的比死に逆らい、生を肯定するエロス的人間

であるが、クロードも全く同様竹ある．「（14歳から18歳迄の）∧ク廿÷ドは死の恐ろし吝を激しく体

で感しるのであった．何百万という人々が一人寂レぐ＼地下で朽ち果ててゆぐことに彼が思いを馳せ

た時、人生とは人々を捕らえjて一つの恐ろ七い終末に送り込む罠以外の何もので＼もないように見え

た6死から逃れ得たようなそれほど力強い、あるいは善良な人は未だかつて一人も=いないノしかし

ながら、時々、彼は自分クロード・ウィーラーこそ、死から逃れて見せるめだと固ぐ信じた一

死から自分自身を助け出す為の、何か巧妙な策今現実に考え出してやろうと思=つた」(p. 45)といﾚ

う語り手の言葉は、その明白な証左であIる．第三に、キャザーの信念を具現するセン下ピータニ11

は近代アメリカ社会の物質主義比徹底して背を向け、寸精神、想像力のノロマンス」12上に生きること

を人間の理想と考える人物であるが、クロードもまた作者め分身を兼ねている限りに於ては、同じ

範躊に属する人間である．彼は精神的な豊かさを第一どして、j物質主義と機械への隷属を断固拒否

し、人生に夢とロマiンを求める若者である．それは次め言葉に明らか竹ある．　犬　　犬

　　　(1) Sometimes he thought this security ［which was brought by ｍｏｎｅｙ］was what六大

　　ｗaS･･the matter with everybody; that only perfect safe七丿was required to kill all

　the best qualities in people and develop theユmeanトｏ臨ト(p. 89)　し‥‥‥‥‥

　　　（このお金による保証が全ての人間の関心事であり、これこそが人間の崇高な品性を台無

犬しにし、卑しい根性を増長させるものだとクロニ下は時々思った．）………:Ｊ　　　　ニ

ニ　(2) Machines、Claude decided、 could n（錆出冰Q pleasuｒｅ､　ｗhatever else 七hey couldヶ

　　do.　They could not make agreeable people、 eitherレぐ琵39）.･.･　..･　　・.　･.　・

　　ト（機械は他のなんでも出来るかもしれないが、喜びを作り出すことは出来ない古クロノード十

は結論した．機械は感じの良い人たちを作り出すことも勿論言きない．）　　　　　∧･

　∧（3）上"Well｡if we've only got once t0 liveレ壮▽seems like there ｏ面hレto be　＼

　　something-ﾆＷｅｎ、something splendid about 1皿しSO陽むtimes.'ト（p.48）　　上

　　　（「我々がたった＝度しか生きられないものなら√当然何かそこ＼にあっていいよう‥に思え六大

　　るのだが一時々は、人生の何か素晴ら七いことが．」）……　＼　＼　　　‥‥‥‥　‥

　簡潔に言えば、タロードは新しい時代の中で「人生の何か素晴ら七いこと」:を、十熾烈に希求する

エ口ス的な寸理想主義者」である．では次に、この若者柴取ごり巻く外部世界を見てみよう．‥‥‥

彼は富裕なウィーラー家の次男であり√ネブラスカの州都ナンカニンにある一プロテスタシト系

の大学で学ぶ学生である．しかし、故郷も大学もまた家族ですらも、係われば係わjる程、彼を失望
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させ、幻滅ざせるだけである。家族から見てみる。クt］－ドの家族は父、:母、上兄、弟、､それに手伝

い女の6人から成る。＼父のデッドは「インディアンや野牛が未だい=る頃に、ネブデスカのこの地方

にやって来た上（p、7）メイン州からの移住者であり、ト開拓農民から大農場主となっ=だ成功者であ

るが、近隣の人々からばland hog”(p. 71)と呼ばれる寸土地貪欲漢」でめる。次に√母親の

イヴァツジェリ＼ンは、新しい時代の中で生き甲斐のある人生を渇望して苦しむク白－ドに最大の関

心と愛情を示しなが=らも、どうすることも出来ない無力な人間懲あるレというのも、し彼女はこの最

愛の息子の力となるには丁余りにも信心深くて、人生には無知上(p. 24)であ=り、加えて、＼家庭の

主導権は完全に亭主関白の夫に握られているからである。第三に、兄のダイサスは未だ三十前め独

身である宍が、プランクプオー下（レノッド・クラウ下の変名）め町で農機具商を営み、既4こ相当な金

銭的成功を収めた商人である。ししかし、彼はクロードが最も嫌悪する偏狭で俗悪な実利主義者であ

る。第四に、弟のラルフはベイリス程の悪党ではないとしても、母や手伝い女を苦しめ=る新製品の

機械を次から次へと買い込む偏執的な機械狂である。＼第五に√手伝い女のマペイリーぱクロードの

母と共に彼の最大の味方であり、聖書の「幸いなるかな、柔和なる者よL‥‥｡」13を連想させる善女

ではあるが、文盲で知恵遅れの老女懲ある。　　十　　十　　　　　　　　　　　　　　ニニ　　犬

　ここで、クロー－ドの家族の中に秘められた象徴的意味につい七具体的に見七みたい。犬先ず第ブに、

キギザーの言う新しい時代とはマモｙの神と機械を崇拝する物質主義の時代であることを思う時ぐ

ウィーヴ一家に於ける上記の三人の男性たちが、新しい時代のこ醜い特質を象徴的に代表する人物=と

七て描かれているのは疑いのない事実である。つまり、父のナットは物欲の√兄のベイ丿スは金銭

欲の、弟のラルフIは機械ので奴隷」（p.71）であると言え¨よう。尚ただ二木作品はキャザーの悲劇的

な時間観と世界観を反映する最初の小説であり、しかも、故郷のネブラスカに住む親類ﾀﾞ）戦没者遺

族をモデルとしているが故に、上作者の風刺は後の作品ほどには辛辣であからさま‥ではないごとを指

摘しておきたい。　十　　　　一　　　丿　　　　　　‥‥　‥‥‥十　上　ｊ　＼　　∧　　ｌ　ニ＝

　次に、父のデッド･ウィーラーはディヴァイドの開拓を成し遂げた成功者の一人であ=り、yその点

に関七ては、17レグザントラやアントニーアと比べて遜色のない人物である。にもかかわ＼らず、ニ彼

は両ヒロインの偉大さとは全く無縁の卑小な人物として描かれている。しこれは乙体何故であjろうか。

確実に言えることは、ギャザーにとって、ディヴァレイ下の開拓者世界どは、アレグずシドラやアン

　トニーアのような母性豊かな女性が主役を務める女の世界であり、/またそうでなければならない14

　という/こ＼とである。従って、この世界の実権が女から男に移り、、しかも、その男が女の上に君臨す

　る時、そこはもはや楽園ではなく、悲劇的な闇の世界で七かないのである。六これはキャザー=文学に

　秘められたアつの重要な特質である。作者は幼いクロードを憤激させた乙つの挿話をさりげなく物

　語の中に挿入しているが、この挿話の内容こそ、その確かな証左であ=るレ具体的に見てみようよ

　それはクロードが５歳の時の出来事である。彼は母が父に果樹園に行ってサクランボを取ってき

　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　I　　　　・　　　　　　　　　　　･･y●　●てくれるようにと頼んでいるのを耳にした。というのも、彼の母は背中に慢性の痛みを抱える小柄

な女性であるが、父は頑健な大男であるからであるノノ程無くして父が果樹園から戻り、丁サクラン

ボでもう困るに＼とはないよ。お前とクロードで行って簡単に取れるよ丁(p. 25)しと陽気に母に告げ

たので、二人は喜々として果樹園へと出掛けたが、そこでこの親子が見たものはて決して忘れる=こ

との出来ない光景」(p. 26)であった。語り手は「緑の葉と赤い実が¬杯実った、あの美し＼い√頂

が丸みをおびた、サクうンボの木を一一彼の父がノコギリで切り倒して七まったのだ！それは未

だ生々しい切り株のそばに転がっ:ていた。大きな叫び声を上げるとクロニドは小さな悪魔のよう=に

なうた」（p.26）と述べてlいる。トアレグザンドラやアント二－アが豊かな……〈生〉¨の創造者であるトと

するなら、ナットはその冷酷な破壊者であると言えよう。ノウｊ－ラ¬農場では男が主役で、/女が脇

役であり、七かも、その男（ナタト）が病気を嘲笑う大男であるのに対七て、/彼の妻が慢性め病に
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苦しむ小柄な女l生と=して設定されているの.は決し七意味のないことではあるまい．こめナットの下

で働くのは下この地方き=毎て９粗野で下劣な二人φ雇い男上（p.ｹﾞ4）であり、また/その＼男の一人に

虐待されて苦悶ずるのは「忠実な老いた雌馬」（pﾌﾟ4）ノぐあることを指摘七くて粛くレディヶファイト

の変貌に対する半ヤザニの幻滅は、かくまでに深く救いφないも=のであったのである．……というのも、

ディヴァイ下の広大な十角を占め√本作品の主人公が生まれ育づだウィふラニ農場は√そ＼もそもそ

の始原の時から本質的には闇の世界であったからである．‥従うて√『私のすレト土＼－‥ア』が新大陸

（ディヴァイ＜ド）¨に於ける楽園の創造を描く時間:のド犬デマとするなら、『我らの一人』はその楽園が

崩壊した後のヤメリカの悲劇を描く時間のドプマであると言えよう．『我らの一人』が『私のケン

ト牛－ず』ﾉを出版した年に書=き始められた事実15を思い見る詩√=半ずザニめ意識の中で演⑤られ

た輝かしいディ……ヴ｀･アイドの栄光のドラマは、･流れ星の光芒のしごセペ、余りにもﾚ短い/ものであうたと

言えよう．懲は次に、デイヴァイドの変貌を慨嘆する作者の分身√クロ（ドの声を聞いてみよ∧う６

それは次のように述べられている○ダ．･　．･　　　・　．･／．・．　．　　　． ’．．　¨･･≒　．･　　．　･･･．．　Ｉ　･．　・　ｌ･　／．・

　犬　ニ［］laude felt:sure that when he was ａ little boﾀﾞ and ａ１卜柿e⊃neighbours were

　　poor､ニthey and their houses and farms大海dトmore individuality　..レレWith∧

prosperity came a kind of callousness; everybodyﾄwanted to destroy the 01d＼th血gS十六

　　they used to take ･pride in. Th6･ orchards√Wh･1Cトhad been nursed 血d tended so十

　十　carefully twenty years'ago、 where now left to die of∧neglectにIt was less trouble

　　to run into town in an automobile and buy fruit th血∇1レ皿ISしto raiseトit.

　　The people themselves had changedごHe⊃could remember ｗh郎 all the farmerト‥

　　in thisトcommun此y were friendly toward∧each other;しnow theyしwere continually……

　　having lawsuits. Their sons were either stingy ａｎｄ噌rasping､∧or extravagantニａｎｄダ　一

　　lazyトａｎｄしthey　were　always　stirrinぱ　Up＼ troubleよ　Evidently、it　如ok　more ＼

　……intelligence to spend ｍ血e･y than to ｍ友keiレ（卸∧叩－89）＼　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　　　（クロードは思うのだが、彼が未だ子供で近所の人たちがみな貧しかjつた頃、彼心自身も．

彼らの家も、農場もみんなもっと針吐があった..=‥･..繁栄と共に干からびた無感動性がやらト　：

　　てきたノどの人もかつては誇りにしていた古いものを全て打ぢ壊し］にかかづたレ20年前は　ニ

　ぜっせと骨折って世話をし、面倒をみた果樹園は今や見捨てら九、ﾉ荒れ果七で見る影もな∧　し

　犬くなった．果物を作るより、=自動車で町へ出て買うでく:る方が面倒がなくてよいのであ芯．

　∧　人間自体も変わうた．＼この地域の農民たちが皆お互いに親切だった頃をクロードノは覚えノニ

　　ている．今は絶えず裁判沙汰を起こ①てい：るレ彼:ら万の息子こたちはというと、ケチで欲ばり…………

　　か、それとも浪費癖でなまくらであるかであり√そして、く何時も/いざ:こざを起こしている．づ

　＜言うまでもなく、お金を儲けるよ/り使う方が=よ:らぽど頭がいるのである．）　ｊ　　………

ディヴァイドの開拓史を振り返る時、1890年代の前半=に生まれだｸ/戸米ドに開拓時代の記憶かお

るという万のは考えられないことであ力=√上記の言葉はディ万デイ＼ドめ変貌に対する斗々ザナ自身の

断腸の思いを代弁したものと言えよう．言い換えれば√作者が物語の始まる年(1912年）を明らか

にしていないのは、ニクローヶドがディヴデイユドに対する=彼女ﾉの思いを代弁する人物であるごどの証左

である．というのも√キャザーがアントニーアのモデルで：あるアンナ・パヴェルカと再会したのは

1916年であり、この感動的な出会いによって開拓地のディヴァイ下と人間を讃える『私のデントニ÷

ア』(1918)が書かれたからである．このように、キャザーの作品には辻棲=昨合わない鋳差が多々

見受けられるが√それは彼女の開拓者小説が自らの時間観と√そφ時間観に基づく世界観を忠実に

反映しながら=展開してゆく意識の下ラマであり√時間のドラヤであるから=である6……J　　‥　‥ ‥‥

　さて、前途を夢見る/知的な青年が未来のない郷里に背を向け√花の都に遊学すごるのﾚは古近東西世
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の習いであるが、ネブラスカの州都リジカーンで大学生活を送るクｐＴドの場合は如何なるもので

あろ｡うか。彼が学ぶテンプル大学は市の郊外にあって、:経営難にあえぐ宗教系の学校で、州立大学

に比べれば、施設は言うに及ばずスタッフも学生も二流であ］る。千こめ大学で彼は暗澄としで得る

ことのない冬を二回も過ごしてきた」(p. 22)という語り手の言葉を見れば、クロヴドの大学生活

が如何なるものであるかは自明である。もともと彼が希望していた進学先は州立のネブラスカ大学

である。にもかかわらず、テンプル大学へ送られた最大の理由は、この学校竹教鞭を取肛ながら学

生勧誘係を勤める、彼の嫌いなヴェルドン牧師が母親のイヴァンジェ才ンを丸め込んだからである。

クロードによれば、ウェルドン牧師は州立大学で進級できなかった為に、､テンプル大学に転校せざ

るを得なくなづた怠惰な鈍才であり、「自分たちの面倒を見でくれる人が欲しいので、牧師の職を

選んだ」「勇気も熱意もない」イp. 46)軽蔑すべき人間である。とはいえ、トこの牧師はて学生たち

を獲得できない場合は、失職する」（p＼｡23）立場にあり、一方クロ=－ドの母は牧師を無条件で下選

ばれた人」、寸聖なる人」と崇め奉る、世間知らずのファンこダメンタリストである。とするなら、勝

敗が何れにあるかは自ずと明らかである。次に、クロードの父は「自分の息子｡がどこの学校へ行こ＼

うが、少しも気にとめなかった」（p。24）と述べられているが、しかし、‥彼は本質的にはイjンデリ

嫌いの強欲なレッノド・ネックである。「彼もまた宗派の学校の方が州立大学よりも安上がりなのは

当然だと考えていだし、しかも、そこの学生の方が州立よりも服装が質素なので、知ったか斗りに

なったり、家でムカムカする程イン｡テリぶったりすることは余りなかろうと思った」し(p. 24)どい

う語り手の言葉は、その確かな証左である。この両親の考えに加えて、親には断じて我を張ること

の出来な=い質の故に、クロードは州立大学を諦めてテンプル大学へと進学したのである。なる程

「（死を正視する）宗教に関して病的な恐怖心のあ」るイプテリの青年を直せるものがあるとすれば、

それはクロードが送り込まれたような宗派の学校」(p. 45)であ､るのは事実である、しかし、彼は

「自分は罪多き人間ではあると身に沁みて感じはしたが、自分が未だ全然知らない世界というもの

を捨てる気にはなれない」(p. 45)エロス的な若者であり、かっまた、テンプル大学には丁彼が多

とする男らしい雄渾な品性丁（pL 46）を備えた人物は皆無であるレだからこそ√ク白－ドは「この

大学で暗潅として得ることのない冬衛二回も過ごしてきた」のである。と見てぐれば､+2年前のテノ

ンプル大学への進学こそ、彼の嵌った第一の罠であると言えよう。この罠か弓逃れる道は唯一つ、

州立大学へ転校することである。∧　　　　　　　　＼　　＼　丿　　　　　　　　　　………

９月に入って夏休みも残り少なくなり、リンカ←ンに戻る日が近付いてきた時、ク口丿ドは愛す

る母にテｙプル大学の牧師たちが一流の教師ではないこと聚綿々と訴え√彼女を含めた身内の年長

者だちから転校の許しを得ようとする。しかし、既に述べたように、彼の家族の特質を考えれば、ダ

その結果が如何なるものであるかは自明である。グｐ－ドの憧れる州立大学は母にこっではキリス

トの教えに背く悪の温床であり、父にとっては金のかかる無益な学校であり、弟の立派な体格を妬

ま半/く思う「痩せ気味で胃弱土（p.9）＼口兄にとっては憎むべきフッナボールの強い学校でしかな

いのである。従らて、クロードの期待は完全に裏切られ、彼は自己の人生に深い幻滅感を抱いて、

９月の第二週に故郷を後にする。とはいえ、リンカ÷ンに戻った、､この不幸な若者を待ぢ受けてい

るのは「二つの幸運なこと」(p. 33)である。一つはヨーロッパ史の特別研究聴講生どして州立大

学に籍を置くことが出来たことであり、後の一つは州立大学のドイツ系の学生、ジュリアス･しエル

リッヒと知り合いになれたことである。第一の点から見てみよう。犬　　‥‥‥‥‥‥　　‥‥‥

　たとえ聴講生とはいえ、クロードは自由ですカデミックな州立大学で4しかも、かねてから私淑∧

七ていた教授の下で学問が出来るのであるノ「彼は大学の図書館で朝早ぐから夜遅くまで勉強七、

しばしば夕食は町で取ってから図書館に戻って閉館時間まで本釧売んだ」（p.く34）という言葉は･、犬

州立大学に於ける学問の世界がクロードには喜びの世界であること=を示す証左である。というのも、尚
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彼は敬服する教授の授業を聴講すればする程、寸世界=には人を鼓舞吝せるよう力事が一杯あ＼り、‥人

間は生きてこういう事柄にづいて学び得るのは幸廿だト（pレ34）ニという思いに酔いしれるからであ

る。クロー下の専攻科目は∃¬ロッパ史であjるが、これは空間に於て/も時間に於ても新大陸のアメ

リカが彼の憧憬の対象には成り得ないことを象徴的に示すものと言えよう。次にこｸ白‥Ｔドの身に

起こった「第二の良いこと上（pン34）について見て療ようよくぐれは彼が大学間対抗のフヽソトボユル

練習試合懲ジ巨リフス・工ルリッピjと知り合い√ぞれが縁懲彼の家族とも知少合いになれたことで

ある√エルリッ社家は５人の息子を持つ母子家庭であ肛√経済的には決し七豊かくとは言えないが、

この家族を通してクロードは、精神的に豊かな生活とは如何なる＼も/のであるかを教えられるのであ

る。七かも、＼エルリッヒ家では家庭の主役を勤めるﾀﾞ）は、･母性愛に満ちたエルリニッ＼ヒ夫人でヶあるト

と見てぐれば、エルリッヒ家はウ＼イーラ1－家とは本質的に対照的であるのは自明であるレ「ごこに

は、クロードが家族の集まりと言えば、すぐに連想した悪意を含んだ沈黙というものが微塵もなく」=

（ｐ/38）、Γ彼らは、ひたすら如何に生活するかを心得ていて√自分たちの金を人に代わらて仕事柴

してくれる機械、ま大人を楽しませてくれる機械の為では＼なくぐ自分たち=の為に使ら:てい奉」（p.

39）のである。だからこそ、トクダロードは出来る限りエルリ＼ツヒ家柴訪ね、聡明で心の暖かい夫人か

ら人生について多<トのことを学ぶのである。　　　ノ〉　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥　‥‥　　‥

　1912年の９月以来、彼が丁二つの幸運なこと」を享受していこる内に√いつ七加時は過ぎで1913年

の春となる。5月は研究論文提出の月である。クｐ－ドの研究テーマはジャツヌ・ダルクであり、

これは教授の「とっさの思い付き丁(p. 55)で彼に与えられたものであ乱/にもかかわらず、彼が

ジャンヌ・タルクの研究に寝食を忘れて没頭しできたのは、徹底的に死に逆らうエロス的な丁理想

主義者」のクロードにとって、このフランス娘が時の重荷を越える偉大な人物であるからである。

「一人の人物が、かくも生き永らえる一-一絵によって、犬言葉によ/つて、文章ごによっ＼七、あらゆる

時代によみがえり、コ子供たちの心の中に生き続けで行く］とこいjうことは、犬大変不思議なことだと彼は

つくづく:思ってみるのであった」(p. 56)しという言葉は√その確かな:証左懲jあ･るよ彼は寸５月のあ

る暖かい日の午後上(p. 56)州立大学の史学研究室乍訪ね、尊敬する教授に論文を提出するよ「来

年君はどうするか興味をもって見ていますよ。君の勉強ぶり､は私にとって充分満足すべきもので=し

た」（p･｡58）という教授の称賛と期待の言葉は√クロよドにとって生きるこしとぱ喜びであ大石ことを

意味するものである。 というのも、彼の過去の労苦は全て報われ√また彼は教授め期待に応えて↓

再び「精神、想像力のロマンス」に生きる「行動の人」〉として学問に没頭できるか＼らヤある。転校

は許されなかったにしでも、クロードのリンカ十シ生活が彼め身に起こった「二つめ幸福なこと」

を契機に、〈幻滅〉＼から〈喜び〉へと一変したことだけは確か懲ある。従って、こめネブ｀ラ犬又力の

州都に遊学して以来初めて√彼は未来への期待で胸を脹ら/ませ、ｹ新学期を待ち遠しぐ思いながらもご

夏期休暇を迎えて故郷に帰省する。しかし√悲劇的な二と‥に、そくこで彼乍待ち受けているのは第二

の罠である。　　　　　　　　　　し　　　　ト　　　　　　　●●●●●●　●●●　　　　　　　　　　　　●●●

　ある蒸し暑い晩の夕食後、父のナヅトは家族を居阻に呼んで、Ｔｸﾛj－ドの予定や考えているご

とを全て根こそぎ台無しにしてしまうような計画上(p. 58)十を打ち明ける6＼それによれば、彼はコ

ロラド州に新しい牧場を買い、それをラルプに任せて、Ｌ年のうち半分はぞの地で暮らすっもりな

ので、ウィーラＴ農場の管理と運営はクロ（ドに引き継がせるというﾉものである。州立大学での生

活が如何に楽しく充実したものであろうと、クロードは飽くまでもペテンプル大学の学生である。に

も=かかわらず、＼牧師になる気は更々な｡いとするなら、/父の計画に正面切って異論を唱えlるごとが出

来ないのは哲明である。語り手はＴクロードはま‥るでビッシと罠鋸かかごったように感じた」（p.

60）と述べている。 ウィーラニ家は丁土地貪欲漢丁のナットが牛耳る〈男の世界〉であり、母親の

イヴァンジェリシが最愛の息子の不運に如何に胸を痛めようと√彼女にはど岑するごとも出来ない
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のである。従って、彼女が敢えて夫に「自分たち1こはその半分も耕作できないほど沢山の土地があ

るのに、何故これ以上土地を買うのですか」と尋ねてみても、寸そういうのが女の言うことなんだ、

＼イヴァンジェナン、そういうしところが女なんだ」（p√59）と一蹴されるだけである6ク甲－ドの20

歳の年は幸運と喜びで始まったが、僅か１年足らずの内に不運と幻滅で終わり、彼にとって「人生

は苦しみ」（pJ 61）へと逆戻肛するのである。…………;　十　‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥

　1913年８月31日、ラルフは家人や近隣の人々を仰天させる程の膨大な品物を買い込み、父と共に

意気揚々とコロラしド州の新しい牧場へと旅立つ。後に残されたクロＴドに出来ることは、とにもか

くにも、毎日毎日朝早く/から夕方遅くまで身を粉にして働きぐ=そめ疲労感でもうて夜は何も考えず

に早く寝ることだけである。というのも、ク口一下のような若者が罠に嵌った己の不運を忘れる為

には、こうする以外に道はないからである。 語り手は下彼は大量の若いエネルギーをそjの土地に注

ぎ込んだらそして、また大量の憤憑をその黒々とした畔の中へと埋め込んだレくる日もく丿る日）も彼

はその上地に打ち込んだ６そして、彼の中で燃えたぎるように醗酵しつつあるも/のを=ぞの上地に植

え込んで、夜万には何も考えられないほど疲れきっでいるのが嬉しかった」ベ皿=＼卵）と述べているレ

しか七、この逃避的な生活の中で我を忘れることが出来るのも秋の収穫時までであり、その後で彼

を待ち受けているのは「暗黒と不幸尹6を象徴する「不満の冬」1トである。具体的に見てみようレ

　農閑期に人つだ11月下旬、クロードは感謝祭に行われるプットボールの試合をｎ実にリンカ¬ン

に出掛け、約四ヵ月ぶりで懐かしいエル丿ツヒ家を訪ねる。ししか七、＼この家庭の知的で優雅な雰囲

気に魅了され、予定の滞在日数を引き延ばして、彼らと交われば交わる程、心に痛く思い知るのは

彼我の違いの大きさである。友人のジュ‥リアズによれば√彼の将来の夢は大学の教授になることで

あり、その為に来年はヨー口ッパに留学するとめことである。思い見れば、丁彼らは絶えず前進七

続けているのに対して、自分は静止状態のまま」（pパ3）であり、=彼我の違いは時の経過と共に拡

大してゆく一方である。＼その結果、クロニドは絶望的な孤立感に苛まれ、以前にも増して自己の不

運に対するT不満」(p. 73)をつのら廿ながら、12月押上旬10耳滞在した冬のＬンカーンを去って

ゆく。一こめ哀れな主人公に追い打ぢをかけ、自分を取り巻く外部世界がヤ体如何なるものであるか

を改めて彼に深ぐ認識させるのは、/家族の全員が集まる=ｸ丿スマスの日である。先ず第一に、工ル

リヅヒ家の生活方針を認す兄のベイリスに、クロードがTジュリアズは来年の秋外国へ留学するめ

ですよ。彼は将来大学の教授になるつもりなんです上と反論ﾉしても、△返ってくるのは「どうしため

かな？体でも悪いのか?」(p. 79)という言葉でしかないのである。次に、ゴロラ下から帰省七た

弟のラルフが誇らしげに小指に填めているのは、大きなダイアの指輪であるノこの指輪をキラトキラ

させながら、万彼のやIる仕事と言えば、薄暗い納屋のランプの下で牛の乳を搾るこ＼とであるレ自動車

の油が染み付いたラルフの太くて短い手と、その上で輝くダイアの指輪。こめ不調和な取り合わせご

を「成功した農業が行き着ぐシンボノド」(p. 88)として捉え、今更なが亙に自己を取り巻くト外部世万

界を正視する時、クロードの心につのってくるのは未来に対する暗漕たる思いである。しというのも、

ディヴァイドの変貌は目を覆う程に醜いものであり、＼また彼自身の将来の見込みも弟のラルフと大

して変わりはないからである。 21歳のクロードは学歴も特技も人生経験もないて粗野で不器用な農

業青年」(p. 89)でしかないのである。とはいえ√彼はラルプとは本質的に相異なるエロスの人、

づまり=、人生に夢とロマンを求めるて愛する人」1トであり√愛する対象がなくては生きる＼ことの出

来ないタイプの人間である。　リンカーンの生活の中々クロードを虜したのは「精神、想像力の白々

ンス」であﾚるが、しかし今の彼にとって、トそのロマンスを享受することは夢の尚まだ夢である。とす

るなら、若いクロードの誉積したIエロスが、その捌け口をて心のロマｙス」に求ﾉめで行くのは首肯

できることである。そのロマンスの相手として、心を惹かれる女性が幼馴染みの千Ｔニッド懲あ久

この女性との結婚が彼の嵌る第三の罠である。=　上　　‥‥‥‥　‥‥‥　‥　‥=　づ　　　‥‥‥
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　　　ｙ．　■■　　■■　　■　ｙ　＼〉‥‥‥‥‥‥‥‥（Ⅲ）＝　…………………ｊ　　‥‥‥‥‥‥‥

　第二巻め下イアニッド」(1914年ご4月-1915年６月｝＼はクダ十ドの求愛と結婚を描ぐも=のである

が、＼ごの表題自体に作者の痛烈な風刺が込められTごいる=のは一目瞭然であyる。＼というの払=子一失φ

ドは彼の丁心のロマンス」<の相手としては、最悪の女性であるからである6物語は21歳の白クロニド

がコロラ下州にある＼ラルフめ牧場を訪問/してからネブラスカ州のデ不ブライドに帰る途中のデシヴァニ：

を舞台に、才子:め年イ1914年）の春のある日の午後士（仙……坤3）……か削λ台〕

の季節!9であるとするなら、それはこの巻で「心四ｄプレス上記踏み出す主入公め門出を讃える

のに最も相応しい季節と言えようJしかし、作者の関心と作品の力点が飽く∇までも丁破壊丁としで

の時間の重荷把あることを考えるならミク口－ドの求愛と結婚が、/未来への＼〈期待〉で始ま肛、＼

「怒裡と失望と屈辱」(p. 168)で終わるのも何ら驚くｿﾍﾞきこしとではあﾉるまい。‥では√半十≒レド七

は一体如何なﾉる女性なのであろうかに　　………　……………jし=＼=･‥　‥‥‥‥　‥‥‥十▽　ト｡:･｡

＼彼女は√入植以来一貫して製粉所を営んできたディ＼ヴノアイ｡ドの初代の開拓者ジ比イスン･ノぱイス

の娘（四人家族の次女）ニであり、クロー下を取り巻くﾚ若い独身女性の一人懲あるノ粉屋と言えﾄば√

『サファイラと奴隷娘J (1940)のヘヅリ←。：コルバ¬j卜を連想吝廿るが、＼この二人の粉屋に共通す

るのは、奇しくも、不幸な結婚生活でありj、その最大の理由証身心を病む丁我の強い妻が家庭で実

権を揮う点心ある。古典文学に精通じた作者が口子･ス氏の名前を√魔女メディアを妻とするギリシJ

ア神話の英雄と同七にしているのは意味深長であ石。＼先ず第ニに、かつて長女のキャロラインがキ

リスト教の宣教師としで中国に行きたいどいう思い奎両親に表明した時に、父親=は下ある民族が他

の民族に、ぞの考え方や宗教を押し付けるやり方には私は反対だ。私はそういう人間で唸ない」

(p. 187)と異を唱えたにもかかわらず、娘の考えに全面的に賛同して、/彼女をその異教の国に行

かせたのは母親であるノ次に、tコイス夫人は食事忙喜びを求め互夫の期待に只の十度も応えよう犬と

はしない程の狂信的な菜食主義者ﾔぐあり=、破女の最大の関心はﾚ自分自身の健康に対する病的な心配

と管理にある。彼女は日々ロイス氏に町のホテルTさ外食当分なが/ら、自らは毎年ミシガTンでのサナト

リウムに出掛けて、上そこで快適な一夏を過ごすのぱ√ぞの何よ匂の証左である６イーニ∇ツドはこの

母と姉か＼ら=決定的な影響を受けた女性であるノつまり‥、＼彼女は母親と同権の徹底した菜食主義者で

あり、その最大の夢は姉の居る中国へ宣教師として渡ることである。言い換えればレイーニjツドは

狭量な新教徒、つまり、独善的な禁欲主義者でありぐ母性豊かな｡アレグザン才ラやアン=トニーアと

は全ぐ対照的な不毛の女性である。ト　　　　‥　　　　……………　……=‥‥‥‥‥‥　　‥=△ｊ

　　『教授め家』は半々ザーの風刺的作品の中で最も自伝的な意識のﾄﾞ:ﾗﾏ2oで/あﾄるが√こめ小説

の第三人称の語り手、つまり、咋者は主人公のセントピーク十此ついで、「彼は断じて禁欲主義者

ではなかった。＼個人的な悦楽については、＼自分がすごく△利己的であり√そめ為に戦いもするごとを

知っていた。＼も七彼此楽しみを与えるようなものがあれば、ぞめ為に自分のシ々:ヅを売らでも、そ

れを手に入れた」21‥と述べているノこの言葉は√取り……:も直さず、イ≒ニットのような狭量な禁欲主

義者が√キャザーには我慢のならない人間であうﾄだことを明確に示す証左である。しというのも、セ

ントピーニタ十は人間の理想に生きる精神の開拓者であり√「美の司祭上と言われる作者の｡理想像を

具現する偉大な分身であるからであるよ「願望は創造で=ある」ごとい寺彼の信念と「願望は成就で

ある（求めよ、さらば与えられん）」2『というマイラ･＼ペンダふウェ（『我が不倶戴天の敵』犬［1926］

のヒロイン）の悟りを思い見れば、ギ十ザーが終生丁願望上を肯定七続けたことだ｡けば確かである。

『我らの＝入』を書き上げた後の1922年12月27日、49歳の:キゲギノザーが：メソジズト宗派に見切:りをづ

けて、聖公会に改宗し配こと声は上記の事実を裏書きするもしのであくる。イ‥－ニデドが‥ウしリレドン

牧師に心酔し、ことあ=る度に彼の忠告と指導を仰ぐのは両者が本質的に同じ範躊に属する人間であ
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るからである。この二人め独善的な禁欲主義者がクｂ－ドの名前を常にクjロッド（間抜け）と発音

するのは、彼らが過大な「願望」を追い求めて人生に蹟く「不器用な農業青年」＼のクロ¬ドを、所

詮「救われざる人間丁「p.1」54）と見倣して」いることの象徴的な証左である。と見てくれば、＼クロＴ

ドの「心のロマンス」の相手として、イーニッ下が最悪の女性であるこことは明白なる事実であくる。

つここで、クロ犬ドを取り巻く今一人の若い独身女性しとして、物語の舞台に登場する高校の音楽教

師、グラディス・ファーマベこついて見ておきたい、彼女は父の死による没落の故に、南部からネ

ブラスカの片田舎に移住した母子家庭の一人娘で、クロードの旧友にして尊敬の対象であ:る。とい

うのも、グラディスは「その美点が全て彼に影響して、彼の評判を良くする結果になる」（pｙ98）

唯一の友人であると同時に、「世界を美しくするもの¬愛、親切、/それに余暇、芸術上(p. 134)

に人生の第一義的価値を置く才女でもあるからである。彼らが初めて知り合ったのは高校時代であ

る。彼女はまたイ、ニットの無二の親友でもあるが、この二人の女吐は本質的に相異なる人物で碁

る。作者がグラディスを自分と同じ誇り高い南部の生まれにし、七かも、彼女を「音楽家」、し彼女

の生前の父を「裁判官」として設定しているのは意味のないことではあ犬るまい。つまり、グラディ

スは、ディヴァイドの卑俗な成金社会の中では『物笑いの種』（pﾄ90）∇であり、ア種の敗北者であ

るクロードの真価を理解し、心秘かに彼を愛して、◇その大成を願う慈愛に溢れた聡明な娘、=言って

みれば、『おお、開拓者だちよ川の偉大なヒロイン、アレクサンドラｉベルグソンのような母性

愛を内に秘めた若い独身女性25である。語り手は次のように述べている。‥　　犬　　　　　／　＼

　　　十口aude was her one hope.･･　Even since th町∧graduated from Ｈ毎h School、岫1

　through the four years she had been teaching、 she had waited to see himトemerge

十　and prove himself. She wanted him to be moreよsuccessful than Bayliss and still

　　ｂｅＣ↓aude. She would have made 皿y sacrifice顛helpしhim on. If a strong boy

　　like Claude、so well endowed and so fearless、 must fail、simply because he had that

　finer strain in his nature、　then工fe was｡not worth the chagrin it､held for ａ　、

　　p:assionate heart like hers｡(p. 135)｡｡･　　　　………=･　　　　　十　ノ

　　　（クロードこそ彼女の唯一の希望であった。彼らが高校を卒業七で以来ずっと、彼女が先

　　生をしていた４年間も、彼女は彼が頭角をあらわし七く/るのを待らでいたのである。彼女十∧

　　は彼がベイリスより以上に成功し、しかも、なおクロードであり続けるしことを願ったレ彼

＜　女は彼の助けになるなら、ずんな犠牲をも払ったことであろうレク･ロー‥ﾄﾞのようにかくｊ）

　　才能かおり、恐れを知らぬ逞しい青年が、ただそうしいｹう優れた気質を持っているという理

　　由で失敗しなければならないとしたら、人生は彼女のような熱情的な人間が耐えてきた苦

　　しみに値しないと彼女は思った。）　　　　　　犬　　………　　　　　　　　　　　　犬

　　「愛・親切・余暇・芸術士を賛美する貧しい音楽家のグラデイスがディヴナイドの人々の間者常

に悪意に満ちた噂の対象にされるのは、彼女が「例外的な人物」/（ｐ√1卵）であるからである。　と

見てくれば、ノクロードの「心のロマンス」の相手として、グラディスが最適の女性であるのは誰の

目にも明らかである。彼女の名前(Gladys Farmer)は、この女性こそ=が間違いなくクロードを

「喜びに溢れた農夫」にすることを象徴的に示す証左であるよGladysはClaudeしの女性名Claudia

に通じる名前であると同時に、その愛称はGlad でﾚあることを指摘しておく。＼　し　　　　　＼

　にもかかわらず、デンヴァーから帰ったクロードが心を惹かれてゆくのはグラディスではなく、

イーニッドである。というのも、ヶテンプル大学を中退した後の1913年の秋、兄のベイリスがグラディこ

スに思いを寄せ、時々彼女の家に立ち寄うていることが判明し秀二瞬間、彼女はクロードの尊敬と憧

れの対象から失望と嫌悪の対象へと一変七、それ以来、彼女の家聚訪ねること斗止めたからである。

ここに、クロードの未熟ざがあるのは歴然たる事実であﾉるが、ウィ＝ラし農場の野卑な男の世界が



「我らの一人」論：　〈意識のド:ラマ〉としての=内容と形式にづいて（桝田） 37

　「理想主義者」の若者に余りにも純粋な干ヒプポリゾタ1ス的誇り」（F 51）＼を植え付けていたことを

忘れてばなるまいいキャザーの描く悲劇は運命悲劇であるﾉと同時に、性格悲劇方もあjるのである。犬

語り手は下クローレドはグラデすスには全こく＼期待を裏切られた感じを持らだノ十度感情が傷つ計盲れ

ると、彼は滅多に自分の精神状態を理性的に振り返ってみることがなかった。 彼はあたかも:心の中

の深い傷のようしに、トその人間とその人間の考え方を嫌ダた」(pp- 80－81）と述べているレグラディ

スがベイリ､スに何の色好い反応も示していないことを当のクロード自身が知うているﾉだけに、彼の

豹変は語り手の言うように全く非理性的であるノしかし、ニとの理屈に合わない豹変こそ、ニグロ十ド

が心の底で如何にグラノディスに憧れでいたか柴示す証左である。深層意識の中でクロードの憧れる

唯一の女性がグラディスであり、彼女に色目を使うベイリ不が彼の憎悪と侮蔑φ対象である万か＼らこ

そ、クロードは「グラディスこそはベイリスが特に結婚してはいけない町でただ一人の娘である」

(p. 80)と煩悶し、その煩悶に正しく対処できない未熟さ万の故に、グ今ディス：に対する彼の評価と‥

感情が一変するのである。その結果、クロードはグこラディスに背を向けざるを得なく＼なるが、ししか

し、彼のエ口スの向かうところは異性に七かない以上、彼がもう一人の女友達､‥イー土ッ下に心を

移してゆくのは自朗の理であり、時間の問題でしかない。事実、1914年５月、デンヴァーからネブ

ラスカに戻ったクｐ－ドが真っ先に足を向けものはディヴダイ下の製粉所屋敷であり、その目的は

「貞淑で器量の良い」(p. 125)イー’ニッ下に会う為である。十　　　　　犬

　この二人の関係が決定的となるのは、数週間後の初夏である:。畑仕事に向かう途中で、クローjド

は自動車の音に驚いて暴走した二頭の騏馬に怪我を負わしさｿﾞれ√それが因で丹毒:を患う。毎目彼柴見

舞いに来るめは、こ｡こ最近特に親しく/な:うたイーらツ下であ=るレここで見落としではならない重要

な点は、彼女が定職を持づ必要のない富裕なロイス家の娘であ裡、トしか:も、車の運転が出来る特異

な女性七あるということであるノ自動車が物質主義時代の新しい製品であるごとは今さﾉら指摘する

までもなかろ＼うが、グラディスが如何にクロよドノの病に心を痛めようと、彼女にはイーニッドのよ

うな暇な時間も、また車という機械に対する積極的jな姿勢も皆無であることは自明の理であるよと

もあれ、クロードが日々イーニッ下の見舞を受け、彼女と過ごす二人だけの時阻を重ねれば重ねる

程、彼の心の中七つのってくるのは彼女に対する熱い思いである。くというのも、＼ｸﾉﾛｰﾄﾞごは毎日彼

を見舞うイーニッドを一方的に美化して、丁自分を世間と＼同具させ、………周囲の生活に融け込ま=せる為

の唯一の人物」と見倣し、彼女との「結婚は人生にとうて有益であり、満ち足りることへの始まり

となるだろう」(p. 127)という熱い期待で胸を焦がすからである。このイーニッドに対する的外

れの評価を境に、グロードは作者の分身的人物か万ら風刺小説の悲劇的な主人公へと変質して/ゆく。

　イーニッ下に対するグロードの評価が全くの検討違いであり、1彼の夢見jる下心のロマンス」が砂

上の楼閣方しがないことは、次の諸点を見れば明ら:かであ:る/。犬先ず第一に、イー二ヅド士の結婚を

心秘かに決めたクロードが口千ス氏を訪ねて、その了承を求め大時に、＼こ｡の誠実な粉屋から返って

来るのは丁渋面丁と「君が人生、特に結婚について信じてﾉいる殆ど全てのことは、偽力＼であるとい

うことが分かるであろう丁(p. 130)という征らの人生体験に裏打ち/された否定的な助言のみ:であ

る。イー土ッドめような菜食主義者を妻に持つことが幸福な結婚生活には決して繋からないことを

ｐイス氏から言い聞かされても、「そんなことは僕にとっyで√どうということはあ:りませんよ」（p.

128)とj笑って受け流すクロードの態度を見れば√彼め将来を真剣に憂慮するロイス氏の言葉です

らも、恋に恋する未熟な若者には所詮「馬の耳に念仏土方しかないめは自朗であるよ次に、クロニ

ドが如何にイー午ッ下に恋焦がれようと、彼女は結婚に背をﾉ向け、ニ中国の宣教師にな藁ことを切実

に願う狭量な新教徒である。そのイーニッ下が最終的に宣教師の夢を諦め√クロごドとの結婚を決

意したのは、彼を愛しでいたからではなく、彼女の尊敬するウェルドン牧師の熱心な助言に従った

からである。というのも、この卑俗な牧師はイーゴノレドから結婚の相談を受け、その相手が自分を
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嫌悪しているクロ･－ドと分かった時に、＼異常な程に偏執的になり↓「クロードを救いの道に入れ､る

唯一の方法上（p.寸37）△として、彼との結婚を彼女に勧めたからである。イーニットにとってクロー

ドは、つまるところ、「救われざる人間」でしかないのであ＼るトこの彼女に対して、ﾄ21歳の逞しい

青年クロI－ドが第ブに求めるものは、丁止めることも、抑えるこ毎も/出来ない程の感情上(p. 113)、

換言すればぐ彼の僻積した再ロスの捌け口である。と見てぐれば、＼イ､二三ッ才が断じて=クガートの

幸福な再ロスの受け皿と成り得ないのは誰の目にも肝らかである。それをク口Ｔドに予感させるの

が、彼女との待ち焦がれた接吻の体験であり､、彼の見る夢の内容であるよ特に後者は√クロ＝ドの

性願望がイーふツドの前では徹底した抑圧の対象であるに＼とを明確に示すものである。語り手は次

のように述べている。　。･。。　。･。　　・。　　　　。･・　　。･･　　　　　　。。。･。　･ﾉ　　　　＼　　∧

　(1) A terrible melancholy clutcホed at the boy's hea叶. He hadn't tho臨ht it would ト

　　△be like this. He drove home feeling weak∧and broken. Was there nothing in theト＼

　　ニworld oｕ臨ide to answer to his own　feelings、and was every十turn　to 畑　fresh………

　　disappointment?Why was life so mysteriously hard?△し（pレ134)　十　　　……………

　　ニ（言い様のない寂しさがクロードの心を締め付けた。犬このようになるとは彼は思うてもい…………

　力かった。彼は打ち拉がれた気持ちで家に向かったノこの世には自分め気持ちに応えてぐ

　　れるものは何一つないのか、そして、何をしても失望するだけなのか？なぜ人生は説明がノレ

ニ　つかない程、かくも苦しいものなのか？）‥‥‥‥‥‥‥　　　‥　‥‥‥‥=‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥（2）=｡｡。it was evening、and heﾚhad gone犬to see EnidニaS△usual. While she 、y臨＼

　coming down the pa仙 from the house、 he discovered that岫工had no clothes on 乱　＼

　十a11!上Then、with wondむｒfｕ卜肘ility、he ju血ped十〇ver the pick叶入f印叩上into a clump

　of几castor beans√ａｎｄ机ood in the dusk、tryingﾀﾞto cover himself with the leaves、し

　　like Adam in the garden、talking comポｏ㈲laces呵Eh垣贈hｒ卵帥chatte八ｎＬt佃仙√つ

　ニafraid〉lest at any moment she might discover his plight∠（=p.=:137)ト　‥‥‥‥:………

　十＼（それは夕方で、彼はいつものよう/にイ¬ニッ下のところへ行丿ていた。ト彼女が家から出∧／

……でくると、彼は自分が丸裸竹あるのに気付いたトそこでびづく句するような素早さで柵をレノ

　　飛び越えてヒマの茂みの中に入り、エデンの園のくアダムのように、葉でもづて隠そうとやっ

　　きになっていた一一自分が裸であるのがいつ=気付かれﾚるかびくびくしながら、歯をガタニ

　　ガタさせなが脳、イーニッドに取り止めのない詰まらないことを口走っているの懲あづだ。レ＼

にもかかわらず、クロードが信じ=るのは「冷たい自己満足的な娘を寛容で人を愛する人間に変え:

る」し（ｐバ52）結婚の力、つまり、結婚によるイーニッ下の変身であるよだからこそ、彼は第一次

大戦の勃発とパ丿の陥落に二時的には胸を痛めながらも、「小鳥のパラブイ/ス丁の林で、日々/イー

ニッドと二人で暮らす幸福な「心の口フンス」を夢見て√村一番の新居の建築に全身全霊を打ち込

むのである。しかし、上記の二つの挿話が暗示するように、イー二ッドが性愛を忌避する女性であ

るとするなら√結婚による彼女の変身どころか4二人の「心のロマンス」そのものが最初から蹟く

のは自明の理懲ある。クロードにとって悲劇的なことに√それが判明するのは二人が結婚した夜の

ことである。というの｡も、彼は新婚旅行の最初の晩に、デンヴァヤ行急行列車の特別寝台車から新

妻によって締め出されたからである。不潔な展望車の中で、着替えjもせずに一夜を過ごす破目仁なっ

た、惨めなクロ¬ドの心の中で煮え浪るのは、「怒りと失望と屈辱の嵐」である。かぐして、クロー

ドの求愛と結婚は、過大な〈期待〉で始まり、屈辱的なく幻滅卜で終わるの･である。時は1915年６

月初旬√クロードは22歳である。では次に√第三巻の「平原に日は昇る土(1915年8＼月一工917年７

月卜についで見てみよう。　　　　　　◇　十　上　　　　ニレ　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥

　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ（Ⅳ）

●
●●　●●●●●　　　　●●●　　　●●●●●　　　ト　　……
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　第三巻の内容はゝ･
I･結婚生活に裏切られたクロＴドの絶望的な生活とアメ/リカ遠征軍の十員として

の未来への旅立ぢを描くものである6先ず第ナに√「平原に日は昇.る丁という表題は√第十次大戦

後の虚無的な世界を大胆に描いたヘミングウヰイめ有名な小説∧『日はまた昇る』……(1926) >

せるが、犬この作品の冒頭に掲げられているのは丁世は去り世は来るレ地は永久に在づなﾀﾞＧﾉﾄ日は昇

り日は沈み、またそのい出し所に喘ぎゆぐなり．風は南に行き√また転りて北に向かい√旋転に旋

りて行=きぐ風ま＼たぞの旋転る所にかえる．河はみな海に流れ入るよ海は満うることなしレ河はその

い出きたれる所にまた還りゆくなり」26 と いう千伝道の書卦:の一節竹あるよ次に、ニグロ=¬ドが月の

女神に憧れるエンデヤミオヅ的な若者であるてとする心ら、▽彼に……と･うて下目の昇サ=」……に

望の象徴とは成り得ないのこも確かである６寸太陽は小麦畠の上を出入ケする･=だけの存在エ（皿ﾄ↓７８）

　　　　　　　■　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　■　　　　　　：．　　･．　　　．　　　　．　　　　･●　　ｊであるのに対して、月ぱグラデ丿スのよ=う.に丁心を高く掲げた入々丁の丁無二の親友」でp√178)ニ

であり、「充たされぬ憧れと実らぬ夢を持つ片の子供たちの方が√太陽の子供たちよサも繊細な人

間なのだ」‥（pバ79）という彼の思いはぐそ耶確かな証左である．と見七ぐれば√第三巻の表題に

もまた作者の苦い風刺が込められているのは自ずと朋/らかである．というのも√ク七－ドの参戦こ

そ彼が嵌る第四の罠、最終的には彼の命を奪うことになる最も恐ろ七い死の罠であ=る＼からである．

結婚生活に破綻したグロごドが「草原高尚く日が昇づた上時刻に√凛々しい軍服姿で挫折の地を後に

するのはべ風刺〉というよりも、むし右〈悲劇卜である．〉時め重荷に支配された輪廻の世界に存在

するのは虚無と幻滅であり、その終着点は救いのない死のみであるレでは最初に、クロードの結婚

生活から見てみよう．十　　　＼　．・．･･　．･･　．・　･．･　　．･．．･　　･･　．･　．･．．･．．=‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　結婚して初めてクロードに分かったことは√イーニッド‥が完全に期待外れの女性であり、従って√

彼の夢見た「心のフマンス」は全くの幻想々あづたとい/うﾚ事実首あ/乱工もうこれで自分も終征だ」

(p. 181)と卜う彼の絶望/は、その明白な証左であ以工「彼=の白昼夢のある/ものは新妻の血を恐怖で．

凍らせるようなものであっ六」ト（pバ82）＼という語句=手の言葉は√ｸ==口→ドが意識○深層竹イー三√

　ドに対して如何なる思いを抱いているかを如実に示すﾚもの:竹あ:る．という回のﾚも√彼女万はく陣痛の苦

　しみをイヴが戒律を破づだ故に、レ女に課せられた宿命〉と信じ√「男の抱擁に関わる全てめこと丁し

　（pバ80）に嫌悪感を抱く非母性的な女性叩で＼あ力、‥しかも√「結婚レ七二、………三ヵ月＼も経たない内に、‥

　禁酒運動の為に、車で二千マイル以上も駆け巡る」=（p∧180)狂信的な宗教活動家でﾉあるからであ

　る．イーニッ.ドの耳ワトリの飼い方（一群のメツ下サに対七て、上ただ二羽のオン下り）＼と育て方

　（冬雛の育成）は、彼女が「自然の/法則」べp. 175)に反七だ不毛の禁欲主義者であり、彼女の母や

　姉と同様、自己の思想を他者にも強いる唯我独尊的な女性であるごとﾚを象徴的に示すものである．

　「年をとるにつれて、ロイス氏は、几自分の妻や娘たちが大の世の暖かさや慰､めに殆ど貢献七な＼かっ

　たということを考えると、ますます心が沈むのであっ大工ﾆ.彼の娘たぢには暖かい心が全然ないよ

　うに思われた卦(p. 214)というイーニッドの父親の述懐は、/その何より=の証左である．犬　　　ノ

　ニグロードが不幸な結婚をしてから１年半後の↓916年12月、イ一耳ッ=ドは姉牛ヤノロデイ丿の看病を

口実に中国へと旅立つ．ただ一人新居に残されたクロードの心を日々ﾉ苛むのはい「生くまれてぐるに

は何と嫌な世の中だろう」(p. 189)づという人生への幻滅と絶望T右あるレといノうのも、白白の下で繰

り返されるディヴァイドの生活には時間の意義は全く存在しないからであ∇るﾚ．千これから先√何に

希望が持てるのだろ＼うかこ」(p.:193)というクロ¬ドの絶望感は、‥彼の夢ごと期待を悉ぐ裏切匂続

けてきた虚無的な輪廻心世界かﾉら生じたものであり、汀空め空なる哉6ﾚ=全て空な＼り６　日の下に人の

労して為すどころの諸々の働きは、＼その身に何の益かあ感心」2?と･いうT伝道の書」の一節を又ﾚし

ても連想ざせる=ものである．かくしてクjコフドの24歳の冬は、ぞの始まyりか=ら「暗黒/と/不幸」に覆

い包まれ、時の経過と共に彼の絶望感を深めてゆぐ．〉　　＼　　……………し　　ｊ　　＼

　とはいえ、春が再び巡ってきた時、犬虚無と絶望φ世界かjらjク=戸ごドを救い出すのはアメトリカ参戦
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のニ４ごスである。というのも、彼はアメリカの遠征軍に参加して√フランスを守る血吏肉の楯と

なることに誠の生き甲斐を発見するからである。彼が土ルリッヒ夫人の母国亡ある下イツを如何に

高く評価しているにせよ、ドイツ帝国主義の野望と蛮行はもはや断じて許すことが出来ないほど明

白であり、ししかも、その野蛮なドイツに侵略されて苦悶するナランズは彼の理想と憧れの国である。

クロードがアメサカ遠征軍に志願するのは√祖国の参戦表明を知ったすぐ後句あるが、これは第一

次大戦が、彼にとjつて、まさに聖戦であったからである。「彼は√憤怒ではなく、絶対的な気高さ

と騎士道精神句もって戦争をする遠征軍に加わって、自分は海を渡るめだと信していた」(p. 213)

という語り手の言葉は、その明白な証左であると同時に、自他共に認める彼のニ大変身を意味する

ものである。この小説のタ寸トルが示すように、クロードは第ト次大戦に参戦したすメリカ遠征軍

の一員ではあるが、彼の心酔する人物がフランスの偉大な女性兵士;､=ジャンヌ・タルクであること

を忘れてはなるまい。つまり、クロードは、遠征軍の軍服を身に着けることによって、人生に挫折

した惨め/な敗北者（物笑いの種）からフランスを救う聖戦に出陣する勇者、言ってみれば、ジャン

ヌ・ダルク的な英雄へと一変するのである。具体的に見てみよう６　　　　　＼　上　　　　ニ＼

　く先ず第一に、フランス遠征を目前にした1918年（原典では1肘7年となっニているがミこれは明らか

に誤りである）７月、↓週間の休暇を与えられたク犬ロードは軍服姿でオマ八からフランクプオニ下ﾉ

（レッド・クラウド）行きの列車に乗るが、この軍服姿が彼を英雄に変身させるのである。彼が車

中では「家路に向かう途中の『オデュッセイ』の主人公上（pﾄ209)のように遇され、二また途中の

乗り換え駅で列車を降りる時には、「乗客の全てが彼に会釈をした」（pJ10）のは、その確かな証

左である。次に、ク口/－ドは故郷の人々から丁物笑いの種」に言れてき＼だ人生の敗北者句あ匂、か

つまた誇り高いて理想主義者」であるだけぱ、この国民的英雄視が彼を外面的のみならず内面的に

もドン・牛ホーテ的な勇者、換言すれば、不正を正す丁行動の人」へと変身させるのであるレだか

らこそ、彼は上記の体験のすぐ後で、乗り換え駅の近くで食堂を営む善良なドイ＼ツ系の老女、トフォ

イク＼卜を苦しめるく悪童たちトに一人で立ち向かい、彼らに対して毅然とした態度を示すのである。

第三に、ウィーラー農場が卑俗な男の世界であり、ク台－ニドの変身が嘘でないとするなら、父と弟

が彼を別人として･迎え入れるのも何ら驚きべきこ七ではあるまいレ語万り手は次のように述ぺている。

　　　（Ｄ　ＭｒトWheeler explained and exhibited the farm to Claude ａトif he were aト

　　stranger;ニthe boy had a･ curious feeling to being now formally introduced to these

　ヶダacres on which he had worked every summer since he was犬big enough to　carry

　　water tｏ几he harvesters･｡ (p. 217)　　　　＼　･･　　　　　＼　　　･｡･｡･･｡　　　　　　　｡｡･･

　　　（あたかも初めでの人に説明するかのように、父はその畠をク白－ドに見せ、そして説明

　　するのであづた。クロードは、収穫機に水が運べるようになった年頃から、毎夏働いてき

　　たこれらの畠を今畏まくって紹介されることに妙な感じがした。）・・･｡・・　　　｡｡･　･･

　　　（2）…………untilnow Ralph had always felt ａ工ttleﾄashamed of him.ﾀﾞWhy、he used十

　　士）ａsk himself, wouldn't Claude　"spruce up and be somebody”？　N6ｗ、he　ｗ面　‥

　コ　st即ck by the fact he was some body. (う∧223)ト　　　し　　　　　　　　‥‥‥‥‥

　　　（ラルフは何時もクロードについては恥ずかしい思いをしていた。なぜ兄が「ぱりっとし

　　た男＝匹」にならないのだろうかミと彼はよく自分自身に言つでみたものであったが、今＼

　やラルフはクロードが立派な男一匹になっている感を深jくするの懲あった。）　　……………

　第四に、クロードはて彼の運命を決定づけた丁二頭の課馬に出会って、丁二頭の騏馬によって結

婚に持ぢ込まれるとは如何にも自分らしいことだ丿」（pよ215)とユーモラスに述懐ﾊﾟしているﾉがミ

この述懐こそ彼が己を笑うことの出来る、心の余裕のある人物に変身しているくことを端的に示すも

のである。とはいえ、ク９－ドとイしーニッド：を結び付けた‥究極の:要因は､ダニ頭の騏馬ではなく、そ
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め騏馬を驚かせて暴走させた新しい時代の機械、］=自動車であることを忘れてはなる士まい。第五に、∧

フランス遠征を目前に控え、また過去の愚かな自分を笑うこことが出来‥る人間に変身しだからごそ√

クロードは長らぐ背を向けてきたツァー=マー家を訪ねるのである。というφも、後顧の憂いを無く

する為には、彼自らがファーマー家を訪問七て√グラディスに会わなければならないからである。

クロードはイーニソドとの結婚に失敗して初め七√グラディレスの真価に気付きぺこの貧しくも聡明

な女性を純粋に心の底から愛するが故に、彼め心を苛む唯アの心配は、彼女と彼の兄との結婚問題

である。てベイリスは不戦論者で、常々プメリカ合衆国がこの戦争に加わらないで、十ヨーロッパが

無駄にしているものを蓄積すれば、やが七全世界の資本を手中に収める/ことが出来るのだと人々に

公言していた」（p.200）という語り手の言葉は√この不戦論者が＝体如＼何な＼る人間であるかを如

実に示すものである。しかし、「私かベイ寸スと結婚するなんてとでも考えられないわ………だうて、

私か何時も尊敬してきたのは貴方ですもの上(p. 221)というブジディスの返答は√ク犬ロー才の後

顧の憂いを完全に払拭するものであると同時に、彼に対する遅すぎた愛の告白であると言えよう。

「貴女は、なぜ僕が笑い者にならないようにしてくれなかったのですか？」べp. 222)というニグロＴ

　ドの思い詰めた問い掛けは、その哀しい証左であるレたとえ二人の恋はもはや叶わぬyものではある

　　　　　　　　㎜　　　　■　■･　　　　　　　　　・　　・。。。　　●　　ｆ　　　　　　。一一　・　　●　・。･●
としても、グラディスがグロー才に与えた保証、うまり、ﾉ彼女がベイリスと断じて結婚する意思の

ないことだけは確かである。∧ニ　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　クロードが過去の人生に於て次から次へ｡と失敗を重ねできためは√づま∇る/ところ√彼を取り巻く

外部世界が時の重荷に支配された輪廻の世界であるからである。几とするなら、千人を理解するのは、

その人の失敗、何か出来なかった、という万ことによるのしゃなぐて。もしも貴方が他の人達のよう

だったら、その人達と同心運命にな＼るところだう=たわ。ぞれは私には耐えられないことだわ」（pj

222)というブラディスの言葉は、彼女の聡明さを示す証左であると同時に√ク立一下に対する愛

と期待を意味するものである。彼女は終始一貫してグゴードの真価を理解し、=彼の大成を願う聡明

で母性的な女性である。だからこそ、彼女はクロ十ドめ過去の失敗を高く評価するﾚことによって、1

彼に新たな自信と誇りを与え、彼の故郷脱出と新しい未来への旅立ちを心の底から祝福するのであ

る。　ドイツに対するアメリカの宣戦布告は、正義を愛ずるｱﾒﾘｶﾝ国民が等しく待ちかねたもので

あり、ドイツに侵略されたフうンスを救う為に大海原を渡るすメリカ遠征軍は、J少なぐとも大戦後

のアメリカ社会の醜い変貌を見る迄は、自他共に認める国民的な英雄であった3oことを忘れてな

るまい。　　　　　　　　　　＜　■■　　　　■　　■　■■■　■■■■　■･･■　　■･･■･･･　・　･
■■　■･　　　■･■　・･■■　　　　・

　グラディスと会って後顧の憂いを完全に清算し、彼女によって已め過去と未来を祝福された翌日、

　クロードは凛々七い軍服姿で愛する母に別れを告げ、ニディヴァイドの地平線の彼方へと旅立つレで

　は、第四巻のでアンキーセ÷ス号の航海士(1918年夏）にづいて見てみよう６　。。･　。・　。。･。　　。。

　　　　　　　　　　　　し　　十　　　　　　∧（Ｖ）‥‥‥‥‥:　　　……ｊ●●

●　●●●　　　　　●●●

　第四巻はクロードが入隊してから１年数力月後の丁ある夏上（!918年）から始まり√フランス戦

線に向かうアメリカ遠征軍部隊の大西洋航海を描くものである。クロレー下を含めい2､500名の国民

的英雄を乗せて大海原を渡るのは√貧弱な木造の老朽船アダキニセース（英語読みではアンガイシー

ズ）号であり、アンキーセニスとは陥落した卜９イの町か=ら逞七い息子のアイネイアー＼スに背負わ

れて脱出した盲目で肢の老人31である。と見でくれば、第四巻の/表題にもまた作者の風刺が込め

られているのは一目瞭然である。というのも､丁老いたるナンノキこセース号」（pi 257)にて栄光つヽ

の脱出土を期待するこ･とは断じて不可能であるかﾉらである。アソキ＝セ＝ス号に乗船七だアメリガ

遠征軍φ若武者たちが三Ｊ－ヨサク港を出る時に√自由の女ﾉ神に対して誓う「不屈め決意」＼（p.

234)こと彼らに贈る老牧師の称賛と激励の言葉、てお＼お√汝、〉合衆国もﾚまた船出せよ。/人間の尊厳、

その未来の不安と希望乍抱えつつ、それは汝の双:肩にかかれ則べp. 234戸は√アメリカ遠征軍
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の兵士たちが自他共に認める国民的英雄であることを示す証左と言えよﾉう。とはいえゝ｡｡･この若者た

しちの船出が如何に喜びと希望に満ちたものであろうと√彼らを乗せて荒海壱進む木造の老朽船が名

実共に千老いたるアンキーヤース号」である以上、彼らの行く手に丁悪夢のよう=な航海」べpよ271)

＼が待ち受けているのも何ら驚くバきことではあるまい。‥‥‥‥‥∧　‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　出航して早三日目に、船内に悪性のイシフ=ルエヅザが発生七、その猛威が劣悪な環境の中で燎原

　＼の火のごとく蔓延してゆくにつれて、アメリカ遠征軍の若者たち＼は次々古呆気なく死んでゆく。と

　いうのも、彼らは本当のところ英雄でもなければ、勇者でもなかったからである、語り手は「死亡

　者名簿は日に日に増えていつたが、最悪なことには、余り病気でない者が次々に死ん懲行づたこと

　である。19歳や20歳の元気一杯で清純な若者たちが√裏ｿを返し真ように死んでい/つた一一勇気を

　失ってしまった為に、た/だ他の者たちが死んで行くとい）｡う］理由で、そ七て、死の気配が立ち込めて

　いるという理由から……､｡トノレーマン軍医の言うには、こ伝染病め蔓延の時には全て乙うで･、個人の場

　合だと回復する患者ですらも、こういう場合では死んでしまうということであｱつた」(p. 264)と

　述べている。しかし、非情なことに、世界的な聖戦という「偉大な事業」ﾚに於ては、弱者はて単な

　る廃物として、腐ったロープ」(p. 272)のように海中に投げ捨てられてゆくだ廿である。……

　死神に襲われた丁アンギーゼユス号の航海」を船医は「悪夢のような航海」と呼んでいる‥が、し

かし、語り手は「この船の上の現在の生活ぼど、クロードを魅了するものはかつてなかった上（p.

265)と述べている。それは何故であろうか。先ず第一に√生来屈強な肉体に恵まれ、七かも、外

面的のみならず内面的にも国民的英雄に変身したクロードに死神の付け入る隙部ないのぱ自明であ

　るが、今の彼は自他共に認める遠征軍の将校べ中尉）トであIる。従らて、疫病が猛威を振るえば振る

　う程、軍の上官として軍医を助け、､病める同胞の激励ﾉと看護に奔走する頼もしいクロこドの存在は

　日毎に重要性を増し、それが彼にかつて体験したこ大のない生き甲斐と自信と誇/りﾉを与える結果と

　なるからである。次に、クロードが激務から解放された自由な時間の中で「栄光への脱出」を意識

すればする程、彼にとって確かなことはアンj牛－セやス号が刻ブ刻とフランスを目指しで前進して

いるという事実である:。この確かな空間上の移動が、＼クロ¬ドを暗い過去から解き放ち、彼に下少

年時代が終わった＼と‥ころから人生のやり直しをしてい薬ようﾉに思わせる」(p. 259)のである6キャ

ザーの作品世界に於て、アメリカからヨーｑツパヘ向かう大海原め航海が、過去＼（青春ドヘの退行

による精神的再生を意味することは「処女作ﾕの『アレグザンダプの橋』にも当Tご嵌る事実である･。

と見てぐれば、=現在の船上生活がクロードを虜するJの右首肯できることである。というのも、彼は

アンヰーセース号を舞台とする「二重生活」(p. 259)の申で、ある時は頼もしい軍=の上官べ現在

の自己）と七て、またあ/る時はバラ色の未来を夢見る若者べ「若い自=己=＝青春の自己」）33 として、

惨めな〈過去の自己〉を完全に抹殺することが出来るからである。　　　〉コ　　　　　　　　　△

　入隊前のクロ十ドは「二つのロマツス」に蹟いた寸粗野で不器用な農業青年」であり、物笑い」の

種でしかなかづたが、今の彼は病人の生死を左右する程の重要人物であり、犬聖戦に赴く若き国民的

英雄である。その彼我の違いを最も自覚するのはクロ→ﾄﾞﾚ自身である。＼だからこそ、ﾚ彼は過去め自

分と現在の自分を対比すればする程、自己を変身・再生させた第¬次大戦に対して「使命感√神託

のような使命感上(p. 266)を覚えざるを得ないのであづるJ「毎朝彼偉√弗たかも世界が白毎に大き

くなって行き、そして、そ＼れと共に彼自身も大きく△なって行くかのような、自由と前進の感じTか目

覚めるのであった。他の者たちは病気で死んで行く､ニそれは確かに恐ろしいことだし犬しかし、

俺とごの船は行くくのだ、絶えず前進して行くのだと思うﾌﾞこ」ト（Pレ265)しと:いう語り手め言葉しは√/そ=

の確かな証左である。既に指摘したように、クロードは徹底して死に逆らうエロ=スの人であるが、十

「エロスとは根本的に自己愛的」34であることを忘れではなるまい。この丁自己愛土の人が究極的

には丁老いたるアンキーゼース号よの呪われた「前進」を、「栄光への脱出」と捉えているところﾉ
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に作者の風剌があるレネプラスカ、延いてはア=。メ=リ:カ4Iこ対する作者の幻波は、かくまでに救いのな

ヤものであ＼つためでIあるｏで/は、―第五巻の寸べ西部の鷲よ飛べニと/念じつつ〉フ?」＼(19↓8年真夏・一大

戦後のおる時点)十を見でみようoレニ　　　＼　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥l………………ニ…………

……゛‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　‥‥‥(ＶI)　　　レ十……………　　　……………………
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を痛めようと、何れの思いも最終的には彼を〈聖戦の勇者〉＼へと駆り立てて行=く結果になﾄるのは自

明である。思い見れば、ネブラスカの闇の世界で苦悩するグロートに精神的な安ﾉらぎと慰めを与え

てきたのは、母親、々ヘイサー、エルリッヒ夫人、老女フォノイクド、更比付け加えれば、グラディ

スであるが、これらの人物は何れも何らかの意味で〈生〉と連関する母性的な特性を秘めた女

性37であると言えよう。では、彼の目に映るフランスの母性的な女の世界と、その戦争の｡傷跡を

具体的に見てみよう。　　　　　　　　　　　　● ●●　●●●　　　　　　　　　　　　　　　　●●

Ｉ　先ず第一に、フランスに上陸した最初の夜に、トク口一才の心を虜にするのは、＼煌煌たる月光のも

と、崩れ掛かった教会の入口で左腕のない傷心のアメリカ兵をいたわる美しいフランス娘の姿であ

る。このアメサカ兵は戦闘で記憶を喪失した傷痍軍人であり、その特質は彼が故国嘔女性、母親の

みならず婚約者ですらも全く思い出すことが出来ないどいう点にある。彼が＼「迷えるアメリカ人」十

(p. 287)と呼ばれ、また帰国できるにもかかわらず、断じてそTの意思がないのは、アメリカがも

はや彼を暖かく迎え入れてくれるような母性的な女の世界ではないこ､とを象徴的に示す証左と言え

よう。次に、中北部の訓練キャンプヘ移動する途中のルアツの町で、クロード（文化的には不毛の

砂漠である男の世界から憧れの当－ロッパにやって来たネブラスカの田舎青年）=を魅惑するのは、

長い歴史と豊かな文化を秘めたサン・ルアクの大聖堂であり、そめ大聖堂の坤で彼がしみじみ者実

感するのは故郷の母親との一体感である。大聖堂とは本質的に母性的な女の世界に属する聖な蕎空

間38であることを忘れてはなるまい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚　　　　　＼

　し第三に、クロードが中北部の訓練キャンプで特訓を受ける２週間の間、ゲルハルドの紹介で彼の

宿営先となるのが、牧歌的な田園地帯に住むジュしベール夫妻の家である。ジュベール夫人は50歳位

の知的で魅力的な中年女性であるが、「ゲルハルトのように（フラン=ス語で）＼夫人と会話すること

が出来たら」（p.303）という賛嘆と妬みの交錯したクロー下の願望は、何よりも母性的な女性に

心を引かれる彼の特性を示すものであり、また「女性たち∧によって世話され」る家で、のんびり床に

入っていることは良いことであった土(p. 297)というクロードの満ち足りした満足感は、彼の宿営

先がジュベール夫人を中心とする母性的な女の世界であることを示すものであることはいえ、この

魅力的な女の世界の裏側に秘められているのは、痛ましい戦争の傷跡である。ゲルパルトによれば、

ジュベーノレ夫人は息子を二人とも戦争で失い、また夫人が面倒を見ているベルギーから来た難民の

少女は、二日中庭から外へは一歩も出ず、また毎日夜になると何かに怯えて恐ろしい金切り声をあ

げているとの噂である。∧し　　　　　　　　　　　　　犬　　◇　　ご　　　　　‥

　第四に、クロードの所属するＢ中隊が２週間の猛訓練を受けた後で｀ゝ･｡･初め七前線･に向廿で進軍

した初日に、彼が遭遇するのが避難途中の哀れなフランス人母子、膝に赤ん坊を抱いた重病の母親

と泥に塗れた三人の子供である。この家族のリーダーはＨ歳の少女アントアネデトであり、彼女に

よれば、母親に抱かれている赤ん坊は彼女の兄弟ではな〈、〈ドイヅ人〉であるとのことである。

どんな歪められたフランス語でも平気で聞き分け、丿ずるそうで落ち着かない眼」（p.306）をした

戦災少女、アンドアネヅトの言葉の意味を真に理解した時、ユクロサドの心を苛むのはく来るのが遅

すぎた〉という断腸の思いである。･語り手は丁この樵悴し切った婦人が赤ん坊に乳を飲まそうとし

ている姿は余りにも痛々七く、殆ど正視に耐えない程である」（p／307）と述べているが、平和な

女の世界に降り懸かった禍の象徴とも言うべき、この赤子の性は男である。十　　　犬　＼

　第五に、グロードが前線からマノレヌ川河畔の師団司令部へ派遣された時に、この町の赤十字小屋

に英語の出来る数人のフラプス人女性が働いていると聞いて、彼女たちの居る女子修道院を訪ねる

が、そこで出会うのが「非の打ち所のない」（t）レ322)修道女のオリーヴ・ドウ・クルスィ嬢であ

る。Ｔ彼は何時もアメリ力人を嫌うフランス人に会うのが怖かうた」‥（pト322)という語り手の言葉

が示すように、クロードは心の底でぱフランズ人に対して憧れと劣等感を抱く若者であるよしかし、
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オリーヴ嬢:と母国語で対話し、＼しかも、彼女にようて心の底から歓迎されて初めて、ﾀﾞ彼はフランス

人に対する屈折した感情から解放され、今更なからに已め任務の重要性を思い知るの懲あるレ彼女

もまた「理想主義者」のクロードをしてクロー下＼だｙしめる母性的な女性の→人才あ:ると言えよう。

オリーヴ嬢は24歳の若い女性ではあるが、七かし√彼女廠性愛とは無縁の献身的な修道女である。

だからこそ、彼女は、ヒッポリタス的な特性を秘め宍だクロードにとって、＼母性的な女性と成り得る

のである。「ただ土地と、それに前途に希望さえあれば、トそういう」品物は全部改めて作ることが出

来ます。作られた物が如何に取るに足らないものであ＼るかということを、今度の戦争が我々全員に

教えてくれました。重要なのは人間の心です」（ppブ328-329)丿という彼女の言葉を聞いた時に、こ

クロー下は感動犀胸を震わせながら「正にその通りである」＼（p√毘9）と述懐七ている。＼戦争で破

壊された女子修道院の庭園の修復に精を出すルイの仕事ぶりを見れば見＼る程、「土地貪欲漢」∧を父

とするクロー下はプラタス人の自然観に感激せざるを得ないのである。〉「このようにしてまで自分

の土地を愛するとは、また樹木や草花を愛し病=め¨る時は癒してやり√傷ついた時は片腕でいたわっ

てやるとは、何と意昧深いことであろうか上(p. 330)△というク白－ドの思いは、その証左である

と同時に、母性的な女の世界に対する彼の賛美を意味するものである。というめも、うレイが女子修

道院の庭の手入れに身を打ち込むのは、母なる大地を愛するからであり、ました彼の敬愛するオリー

ヴ嬢に喜びを与える為であるからである。とはいえミクロードはごの女の世界にもまた痛ましい戦

争心傷跡を認めざるを得ないのである。先ず第→に、＼オリーヴ嬢の父と兄は既心戦死し、また彼女

の下で働く忠実な下男のルイが片腕をなくしためも、ニこの戦争め為であくるよ新大陸の醜い男の世界

から来た軍人のクロードにとって、フラヅスが彼を虜にする女の世界懲あっだからごそ、彼はく聖

戦の勇者〉としてフランスの為に己の命を捧げる結果になるのであるレクロードを女子修道院に案

内したのは少女のマリ¬であるが、彼女はその道案内の途中で、ある教会に立ち寄り、y幼児キリス

　トが吹き飛ばされた聖母子像を彼に示して、「赤ちゃんは壊れて七まったけど、母親を守ってあげ

　たのだわ」(p.324)と述べている。この聖母子像の姿倭、ユフランスを守る為に己の命を捧げるク

　口－ドの未来の姿を象徴的に示すものと言えよう。‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥　‥　‥‥‥‥　　　‥

　第六に、これ迄とは逆に、兵を率いで前線に進軍すこる軍人ではなく、軍務から解放された旅人と

して、前線から遠く離れれば離れる程、クロードを虜:にす/るのはフランスの田園の美しさと、その

田園を作った人々の素晴らしさである。「この美しい大地√この素晴らしい人たち」（pレ344)∧とい

う彼の感嘆の言葉は、その証左である。時は1肘8年９月中旬、Ｂ中隊が敵の守備隊と交戦して19

名の戦死者を出した数日後。 10日間の休暇を利用/して、クロー下とゲルハルトが静養に向かうのは、

懐かしいジュベール夫妻宅である。　４日後、母性的右ジゴベール夫人を中心とする牧歌的な田園の

世界に舞い戻り、「無上の幸福感」(p. 343)に酔いしれるのはクロよドであり･、散歩に出た森の中

で彼の抱く白昼夢は、この国の田園に生きる未来の幸福な自己の姿である。語り手は「彼どしては、

もう故郷へは決して帰らないであろう。この大戦争が終わったら√自分はこのフランスの地に小さ

な農場を買って、残りの人生を過ごすかもしれない6これが彼の喜んで心に描/く夢である。故郷ぱ

は彼の求めるような人生の希望はない。そこでは人万々は絶えず売り買いをしたり、建築をしたり√

取り壊したりしているだけである。アメリカ人は浅薄な感情の国民であると、/彼は感じ始めていた」

(p. 345卜と述べている。　　　　　六十　　　　　　二　　　＼　　　、し　　　　＝………

　憧れの異国の地でベラ色の未来を夢見るﾉｸﾛｰﾄﾄﾞにどぅて、時間は肯定の対象以外の何物でもな

いのは自明である。だからこぞ、幸福な白昼夢に我を忘れた翌日√ジュベール夫人の家で26歳（原

典では25歳となっているが、これは明らかに誤りである）‥の誕生日を迎えた特記、彼は〔これまで

に経験したことめないような幸せなく青春トが、今自分にやって来つつあ〕るということをしみしみ

と思った」(p. 349)のである。語り手は「人生は結局彼には美しいものに思われてきて、人生の
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一つ一つが尊い意味を持ってきた。考えこみ乙と、彼が何年間もその状態にあった精神的な不安と

緊張は、今や彼にとぅて馬鹿らしく√子供っぽく、とても信七られな/いように見えた。‥もう彼は過

去の回想に/ようて自分を苛むことをしなかった。彼は全てを初めからやり直そう……としていた」べp.

349)｡と述べているし犬エ　　　‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥　‥‥‥‥‥‥j　‥‥‥‥　‥

　『我らの¬人』は時間に捉われた作家、率十ザーが↓年の歳月をかけて書き上げﾉだ労作である。几

従って、彼女が最終巻に至って初めて主人公の年齢を取り違え、丁次ぎの甘はク口トドの25歳の誕

生日であったト（p.づ349)と述べているのは、単なるケアレ不・ミスではなく、ト極めて意図的なも

のであると･思われる。とするなら、それは何故であろう､か。 1892年９月生まれのクロ＋下が故郷か

らオマハに出向いて、第一次大戦に志願したのは1肘7年４月124歳の時であり、彼が:この地にある

軍事訓練所で過ごした期間は１年数力月である。従って、夕口ニドが25歳の誕生日を迎えたのはぐ

フランスではなく、アメリカということになる。と見てぐれば、＼上記の引用文に作者の風刺が秘め

られているのは明白である。というのも、作者はクロードの年齢を意図的に取しり違えることによっ

て、彼を虜にした楽天的時間観が全〈の〈幻想〉でありい所詮は虚しい夢のまた夢でしかないとい

うことを言外に意味することが出来るからである。換言すれば√第一次大戦に巻き込まれだクロノー

下のような若者たちにとって√究極的には時間の意義は存在しないのである。それを明確に裏付け

るめが、彼女の代弁者であるゲルハルトの言葉である６彼はクロードに次のように述べてい‥る。……

　　"Because in 1917しlwas twenty-four years 01d√and able to bear arms. The几war was

　　∧pｕ卜up to our generation.①don't ｋｎｏｗしwhatイor; the Sinりof our∧fathers,

　　probablyレCertainly not to make the ｗｏｒ!dsafe for Democracy√or any ｒh昨ｏ粧cof　十

□　thatトSoｒレWhen l ｗａ芦doing stretcher work、Iﾚhad to佃11 myself over and over ＼

　トthat nothing would come of it、but that it had toトbe. Sometimesバhoughバthinkり

　十something must. .√. Nothing we expectレbｕ卜something unforeseen." (p. 348)

　　ニ（「1917年には、僕は24歳になっていて、もう銃を取るｿことが出来た。……戦争は我=々の世代

　　にの七かかってきた。何故であるか、僕には分からないが、恐らく、我々の先祖の罪か高

尚　だろうノ確かなことは、世界をデモクラシーに対する危害から守る為とか何とかの為で牡

　ない。僕が担架で傷ついた兵隊たちを運んでいる時、繰り返〕し繰サ返しで自分に言って聞‥

　　かせたことは、この戦争からは何も得ることが出来ないであろう、しかし、’どうしても起=△

……こらざるを得なかったのだと6だが、▽僕は時々‥思うんだ………何か未来のことは予測惣:き=な∧

ト　いが、何か今まで思いもつかなかったようなことが起こるに違いない。」）ニ　　　　‥‥‥‥‥

十ゲルハルトは美の世界に憧れ、若くしてフランスに留学した知的な青年であり、「理想主義者」十

のクロードが「無条件に尊敬できる人物ぐ=彼が憧れ、そうありたいと思う人物」（pJ 350）懲ある。

二人は共にアメリカ遠征軍の中尉であ｡り、また無二の親友でぱあるが、七かし、‥ゲルパルトの戦争

観と時間観はクロー下とは全く相異なる有のである。･というのも、ゲルハル下/にとぅて、時間は第

一次大戦の勃発を境に「創造の媒体」から汀破壊」へと一変したからであるレ先ず第一に、彼が徴

兵されたのはフランス留学から一時帰国七√将来を嘱望された音楽家として母国で活躍中の時であ

り、次に、バリの国立音楽学校で共に学んだフランス人の親友、ブレネ・ブレーリを殺七たのは第一

次大戦である。入隊前のゲルハルドが軍の車で演奏会に出掛ける途中、彼の乗った車が酔っ払い/の

ダクジに衝突され、名器のヴァイオリンが滅茶滅茶に壊れるが、この交通事故ごそ第一次大戦が美

の世界にとって、如何に致命的であったかを具象的かつ象徴的に示す証左である。第一次大戦が最

新の凶器（機械）を用いて戦われた、史上最大の戦争であ/つたことは断るまでもあるまい。しゲル八十

ルトはクロードに「あの交通事故に遭遇して以来、し僕は大変多くの美しい、∧古い物が破壊されてい十

くめをこの目で見てきた‥‥‥それで僕は運命論者になっでしまった」(p. 347)と述べている。ノ
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∇△ゲルパルト=とクロ=－ドは軍人としては対等であるが･、しかし√二人の生きた過去の世界は全く対

照的であるノ従らて√ゲルパノレトが華やかな過去め世界を背景に、つ悲観的な戦争観と時間観を開陳

すればする/程、しクロードの意識が最終的に収斂してゆ犬くのはぐ戦友と比べで余りにも惨]めな己の過

去の姿でjある。下記め引用文はクけードがゲルノリレトめ過去の世界を知らだ後で見る夢の､内容であ

るがミそれは無様な敗北者であったべ過去の自己〉∧とその自己が生きた空間が√｢栄光ぺめ脱出上

を果た七だ後ですらも、､彼｡の深層意識の中で如何に大きﾉな比重を占めている亦を明確に示すもので

ある。　‥‥‥‥‥　　＼　　　　　　　上‥　十　尚犬‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥‥

　　　ニOne night he dre社皿ed柿at he was ａ卜homeトｏｕtﾉin=七卜e ploughedイields、where

　　he丿心uld see如thing but the furrowed brown臨ｒthレSt独如hing∧from ｡horizonﾌto

　hori加ｎ／Up=顛ddoｗｎトit moved aトboy、with a上皿ough and two hc心面｡∧At firs七　＼

　　he thoughtしit was his brother R4!ph; but on coming如面er, he saw乱ｗａs±1皿叩凪

　　- he was full of fear for this boy. Poor C毎回e､he would:叩Ｖ＆､never getﾄaway､;ﾚ十

　he wa･S言oing toしmi誌･ everything!トWh1↓6･he was∧struggling to speak to Claude、如d

　　warn him、 he awoke, (pp. 349-350)　……………………………万…………

　十（ある晩、彼は故郷に居る夢を見た。外め耕された畠で√地平線から地平線まで、何処ま六

　　でも伸びている鋤をいれた赤褐色の大地以外は何も見えなかっガレその大地に見え隠れ七=

　　て√二頭の馬に鋤を引かせた一人の若者が動いているレ初めの内は、それは弟のラルフだ犬

　　とばかケ思らていたが、段々近付い七来るのを見ると、:ぞれが自分であることが分かった尚

　△　＝ニしかし、この若者が怖くしてたまらなかった。哀れなクロア下よ、犬お前は決して、/決＼

　　して√ぞこから逃げ出すことは出来ないである＼うぐお前は何事にも成功することはないで犬

　あろう！彼が夢の中でクロードに話しかけ、忠告しようと必死に焦づている時に、目が覚

　めた。）　　∧　　十　＼　　十　　十　　　‥‥‥‥　‥‥‥　　‥‥‥‥　　‥‥　　　‥‥　　‥‥‥

∧こめ闇の世界から人生に絶望したクロヤドを救い出し、ﾉ彼を瞳れのﾚ異国の地でアメリカ遠征軍を

指揮する輝かしい英雄へと変身させたのは第一次大戦であり犬、ﾆﾉj力口え･て、□彼を虜にした母性的な女性

たち、＼ジュベール夫人もまたオリーヴ嬢も共に戦争心傷跡を秘め√彼女たちめ最大の願いはフラン

スの勝利である。=従って、ジズベール夫人宅で予定め休暇を終えたクロよドが、ﾀﾞ牧歌的な田園=の世

界に別れを告げて、砲撃と戦闘め世界に近付けば近付ぐ程、心理的に〈聖戦め勇者〉へと変貌=して

ゆくのは自明である。そして、その過程の中で、故郷の男の世界の醜jさを改めで思い見る時、彼の

心の中で第一次大戦は国と国との戦いから、理想主義と物質主義の戦いへと変質してゆくのである。

具体的に見てみよう。　　犬　し　　　　　　　コ　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　‥‥ト

　第七に、ジュベール夫人宅を辞したクロードとゲルパルドが、∧前線に復帰す=る前に、最後=の休暇

を過ごすのがフレ¬リ夫人宅であるトこの夫人め長男で√第一次大戦で戦死しだルネyは、ゲルハル

トの親しい旧友であっ=たからである。フレー丿家はフランスの上流階級に属し√家族ﾄ（夫人、娘の

クレール、末っ子のルシアン）/は、ﾊﾟﾘﾀﾞの国立音楽学校で学んだ長兄と同様、美を愛する洗練さﾉれ

た人々である。しこの母子家庭の中心的人物は母性的なフレヤリ夫人であり√彼女ﾀﾞもまた戦禍に苦し

む女性め≒人である。「ルネの国立音楽学校や軍隊でめ友人たちのこそなどについて、あたかも彼

が未だ生きてでもいるかのようﾄに√母と娘は語ﾉり続ける（ごあﾀﾞつた）∧(p. 353)という｡･クロード¨めし

観察は、その一つの証左であるレにもかかわらず√ごの家に足を踏み入れたグりードが真っ=先に感

じるﾚのは「惨めな気持ち」(p. 353)である。というのも、彼はゲルハノレトの過去の舞台の華やか

さに圧倒され、否応なく、己の出自の惨めさを痛感せざるしを得ないからである。＼ぞの気持ちが頂点

に達するのは、軍人に変身する以前のゲルハルトの姿（ブラウスで学んだ輝がしい音楽家）を見せ

付けられた時である。というのも、ゲルハルトはルシアソとクレ＼－ル娘の要請に負けで、ルネめ形
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見のヴァイオリンを弾かざるを得ないはめとなったからである。ルネのヴァイオリンはアマティと

いう大変な名器どのことであるが√無知なのはレグロードのみである。=過去の姿に戻づたゲルハルト

の前でしは、所詮クロードは「粗野で不器用な（ネブラスカの）農業青年士でしかないのである。そ

ｰれを彼に思い知らせるのが、ゲルハルトの演奏が始まった時である。‥‥‥　‥‥ト　　　十　　＼

　　The music was apart of his own confused emotions. He was torn between generous

　　admiration、and bitter、bitter enｖy∧Ｗｈａトwould it mean to△be able to　do 十

　　anything as well as that、to have g hand capable of delicacy and precision and ・

　　poｗ･eｒ?　Ifhe had been taught to do anythi昭at a11√heｗ㈲1d not be sitting here

　　tonight ａ wooden thing amongst living peopleよHe felt thaトａ man might have

　　been made of him、 but nobody taken the trouble to do itトtongue浦iしd、foot-tied、

　　トhand-tied. If one were born into計his worldスike a･ bear cｕレor a bｕ1トcalfよone

　　could only paw and upse卜things; break and destroy a1ド）nje’S↓ifeい(pp.354サ356)

　　　（流れてくる音楽そのものが彼の葛藤する感情と係わりがあった。彼は惜しみない賛嘆と

　　激しい妬みの相克に苦しんでいた。あのように立派に事が出来るということ、あのようにし‥

　　繊細な、そして精確で力強い音色を出せる手を持つということ/は、どういうことなのであ

　　ろう？もし自分が萄も何か出来るように教え込まれていﾌﾞこら、今晩ここで木偶の棒のよう

　　にしていることはないであろうレ自分だって立派な一人前の男になれたろうが、誰も引っ

　　張り上げてはくれなかづた。だから今は、上手く喋れず、手も足もでない、がんじからめ十

　∧　にされているような状態だよもし人が熊や牛の子のように、この世に生まれてきたとすれ十

　　ば、人は一生涯の間、ただ物を足でつついたり、ひっくり返したり、壊七たり、押し潰七……

　　たりすることが出来るだけだ。）　　　　　　▽　　　ト　　　　　　　　　ト　　＜

　たとえ旧知の間柄とはいえ、いとも易々とフレーリ家に融け込み、しかも、見事にヴァイオリン

を弾きこなしている戦友のゲルハルト丁その眩しい後ろ姿を見て√「惜しみない賛嘆と激七い妬み

との相克トに苦しめば苦しむ程、クロードの思いが最終的に収斂してゆくの討√自分が生ま､れ育っ

だ、美とは無縁の故郷の世界、つまり、マモンの神と機械を崇め、文化的には不毛の砂漠でしかな

い醜い男の世界である。そ七て、フランスに魅せら/れ、その戦禍柴知づた後で、故郷の不毛を辰み、

その男の世界の醜悪さ壱心の中で反蜀すればする程、敵軍の男の世界は、＼故郷の男の世界、中でも、

取り分け醜悪なベイリスの世界へといそのイメージを変えて行くのである6言い換えれば、第一次

大戦は、もはや国と国との戦いではなく、物質主義と理想主義の戦いとなるのであるよここに至くっ

て初めて、「理想主義者丁のク」ロードは、己の命壱賭けるに最も相応しい丁大義士（p.389）＼を発見

するのである。だからこそ、フレーリ夫人の庭で遠くの方から側こえてくる大砲の音を聞いて、悲

観的な戦争観を述べるゲルハルトに対七て、クロー下は丁悲観的に見るのは君のような人間たちだ

よ‥…｡僕は今度の戦争が始まる迄、その為に命を燃やすよヶうな何か=があるとは全然知らなかった。

それ以前の世の中は商売の取り引きのように見えた丁(p. 356卜と反駁したので｡ある。=ク９－ドに

とって、第一次大戦は理想主義の存亡を賭けた一大聖戦であり、七かも、彼は（理想というものは、

ただ美しく無気力な古めかしいものではなく、人隠の真の力μ）源泉である」(p. 357)と悟ったば

かりであるノだからこそ、クロードは理想主義の最終的な勝利を確信することが出来るのである６

遠くで森く砲撃の音を聞きながら、フレー丿夫人の家で眠りに落ちる前に、この「理想主義者」が

述懐した心の思いについて、語り手は次のように述べている。　　エ才　　＼　　＜　　　　　犬/

　　No battle雨eld or shattered country he hadトS叩ｎwas as ugly as this world would

　　畑if men like his brother Bayliss controlled it altogether. Until the war broke

　　oｕt、he had☆supposed they did controlうtトhis boyhood had been ＼ｄｏｕded＼仰d十二
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　　enervated by that〉belief.　The Prussians had believed∧it, too､, apparentlyトBut the∧

/　event had shown that there were a 詐eaレ皿any peopleﾕeft who cared　about　＼

……りomething else.ト‥へ　The sound of the guns had from the玉ｒＳレbeen pleasanレto

　hi昨コhad given him ･a feeling of confidence∧血d ･｡阻物tｙ;丿onight▽he knew トwhy.

　　What they said ｗaS、 that men could still die for ａｎトidea; wouldぺburn all they had上〉

made to keep their dreamsニHe knew the future o臼小e world吏吐S safe; the careful

ト　plannりrs would never be able to put it intoﾆａ strait-jacket、→cunning and……

∧　prudence would never have it to themselves. (p. 357)　ニ　　　犬　　‥‥‥‥　‥‥‥‥

（どんな戦場であろうと、彼が今までに見たどん‥なに破壊岑れした土地であろうと、もし彼

の兄ベイリスのような人間たちによって牛耳ら=れた場合め世界ほど醜くはないい戦争が始

　　まる迄は、そういう人間たちが、こめ世界を牛耳づていると彼は思っていたｰそ七て、

ト　彼の青春時代は、その思いで暗く精気がなかっ:だ。レドイゲツ人たちも同じ思いを持っていた

　　のかもしれない。しかし、物質的ぐ実利的でない考え方をする人たちが、まだまだ大勢い＞

　　ることを、この戦争が教え七くれた‥｡‥｡大砲の響きは、今もなお人間lは一つの理念の為に

ニ　死に得るというごと、そしてまた、人回はそ:め夢を保ち続けlる為にこ今まで作り上げた全

　　てをも焼き尽くすこともあるということを語っていた。犬彼は世界の将来に不安はないと思っ

　　たレノどんな策略家も世界をがんじがらめにすることは出来ないであろう。丿世界が奸知と策

　　謀の手に落ちることはな｡いであろう。）　　つ十　　し　＼　犬　■■■　■■■■■　■■　■■■　■■■

　第一次大戦を物質主義と理想主義の一大聖戦と捉え√理想主義の勝利を確信するのはクロふドで

あるが、一方ゲルハルトは、つまり√クロニドが汀無条件に尊敬できる人物、彼が憧れ、そうあり

たいと思う人物上は、し彼に丁（ごめ戦争によう七）時間よりｹﾞも、‥もうと大事なものを失ってしまっ

た」､(p. 346)と述べ七いる。言い換えれば、クロニドはく幻想の世界卜に生きる徹底した峙問の

肯定者懲あるのに対して√作者の代弁者は正にその逆であるごここで、前者のモデルが本ブラズカ

出身のギャザーφ従弟であり、後者が『私のアヅドニーア』の語り手ジム･=づーデンのように、広

い世界七時間の意味を知る知的な人物であることを思う時√ク口一下とは作者が故郷のネブデスカ

に残してきた彼女目身の分身であり、一方ゲルハルトはネブラスカを出た後の作者の分身で＼あると

言えようよここに、クロードに対するキャザーの深い同情と哀れみに満ちた慈愛かおる。憧れの異

国を舞台とするクロードの意識のドラマに於て、彼が最後の最後まで、幻想の世界に生きる幸福な

主役を演じることが出来だのは、しその何よりの証左である。丿換言すれば、クロードは大戦が終了す

る前に、愛するプラタスの地で、理想主義の勝利を確信する聖戦の英雄として死ななければならな

いのである。　　　　　　　　‥　　　　　　　　　●●●●●●　　　　　　　　　　●●●●　●●●･　　　　　、犬

　フレーリ夫人宅を出たクロードとゲルハル下が大隊に合流するのは1918年９月20日であり、二人

が戦死するのは翌10月初旬の同日である。先ず第→に、共に死地に赴く/前に、=クロー下は「これま

で見てきた限りでは、僕はこの国の女性が好きだJ:(p. 374)とゲルノ勺レトに明言し、その直ぐ後

で、フランスに上陸した日に彼の心を奪った感動的な光景√月光の中で傷心めツメノリカ兵をい｡たれ

る献身的なフランス娘の姿を回想しているが、彼はフランノスの母性的な女の世界に触れて初めて、

故郷の男の世界で被うた心の傷から立ち直るこ七が出来たのであくる√次に√ｸ・一下に致命的な敵

弾が命中するのはミ多勢に無勢の中で、下素晴らしい部下」/壱指揮しで獅子奮迅の活躍を七ている

時であるが、死を覚悟した彼の胸中に去来するのはし「我々は死ぬだろうが、･しかし、ｿﾞ我々は断じて

負けない」(p. 386)トという思い懲ある。クロードは紛れもな/〈し〈聖戦の英雄〉犬として、しかも＼、

ゲルハルト、「もしデエイヴィッドが生きて戻ることが出来るなら、この万ｸﾛﾉｰ……ﾄﾞｶ」我身を犠牲に

捧げます土(p. 383)と神に祈りを捧げた無二の戦友が√自分よりも先に壮烈な戦死膏遂げ七悲劇
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については何も知らされずに、微笑みを浮かノベて死んでゆくのである。･。。　･。･　　。。　　　　･｡

　　　　十　　　　　　　　犬　　　　　　　　　（VII）　　　●　●●●●　●●●　●●●●●●　　　●●　　　●●＼犬

　さて、:哀れみと同情を禁じ得ない自己の分身が物語の舞台から消えた以上、作者に残ざれた問題

はゲルハルトの戦争観と時間観の究極的な正しさを白日の下に曝すことであるレ風刺小説としての

『我らの一人』十の心髄は、本書のエピローグとも言うべき第19章にあり、その内容はクtコ＝ドの母

親の意識め下ラマを通して、第一次大戦後のアメリカ社会に対する作者=の幻滅七絶望を描yくもめで

ある。フランスから次から次へと届くクロードの手紙を読みながら、レアメコJ力社会の現実を正視す

ればする程、彼の母は幻想の世界で〈聖戦の英雄〉として死んだ息子の死を、神に感謝せざる/を得

ないめであるy。語り手は丁彼は自分の祖国が実際よjりも良い国だと信七、またフプンスが如何なる

国よりか素晴らしいと信じうつ、し死んでいったのである。これらは死んで行く/者たちの信念として

上は、美しいものであった。そういう:幻影を抱いたま書死に赴き、醜い現実を見ない方がい/いのかも

七れないﾉ彼女はクロ¬ドが目を覚ま土て、この醜い現実を知るのを恐れた。も七彼が目覚め･たと

　したこら、この荒涼とした絶望感はとても耐えられなかうただろうくと彼女は思った」(p. 390)と述

　べているレ　レ　　　　　　　　　　　　　　＼　　＼　　　　　　∧　＜　　　　　　　　　　＼

　戦後の「醜い現実」の故に、最愛の息子め死を喜轟母親。上ここに、第二次大戦後のアメリカ社会

　に対する作者め告発と痛烈な風刺が込められているの/は自明の理である。上というのも、丿この戦争

　の後で、幅をきかせているのは邪悪のみ」（pト389)であり、クロー：ドと伺七ような大戦の英雄か

　ちが、帰国後、全米の各地で次から次へと自殺していったからである。∧ク＼ロー1ドの母親は「ごれら

　の自殺者は全て息子に大変よく似ている……彼らは、<彼らの期待や信念が余りにも大きかったこと

　に気づいで、自らの命を断っでいったのであるト（p.390）と述懐口ているがぐこの/言葉こぞ大戦

　後めアメ丿力社会がくネブラスカの醜い男の世界卜そ=のものに変貌七で七まうたことを端的に示す

　ものである。換言すれば、第一次大戦後のアメリカ社会には√時間の意義ぱ皆無でこあり
｀ゝし｡従って、

　精神の開拓者として生きることは、もはや完全に不可能と=なっ犬のでしある。とするなら、人はこめ

　世で如何に生きるぺきか。この深刻な問題に直面した時ゝ･｡｡ギャグごは五十に近い孤独な老嬢他おり、

しかも、彼女は時間に捉われ続けてきた作家である。∧従って√上記の悲劇的な時間観め行き=着く先

は、く究極的な救い卜の問題となる。=j本書の最後を飾るのは、次の文章首ある。……=　　　　　　十

十　As they are working at the table or bending over thし oven、something reminds

　　them＼of him、 ａｎｄ仙ey think of him together、like one personトMahailey will pat

　　her back and Say、　Never you mind、Mudder; you'll see your boy upｿyonder尹

　　ＭｒSレWheeler always feels栴at God is near、― but Mahail昨is not troubled by十

　二　any knowledge of interstellar･ spaces、 and for her He is nearer still、 ― directly∧

　ｏ･verhead、叩レso very far above the kitchen S･toveト(pp. 390÷391)　　　∧十　犬

　　（二人が食卓の用意をしていたり、かまどに向かっていたりする時など√ひょっとしたご＼

　　とが今は亡きクロニドのことを思い起こさせ、＼二人は/まるで一人の人間のﾚように√共にｸ▽

　　ロードのことを偲ぶのであったレこういう時、マヘイリサ‥は静かに夫人の肩を叩いて言う十十

　　のでﾉある。「気にしなさるな、マダーこ、クロ¬ドさんは天国にいなさるが。」ｳ･イーラー夫十

十人は、このところ何時も神が天国か石身近に自分を見下ろ七ておられるのを感ずるの:であ:……

　　る6jしかし、マヘイリーにとっては、空間の距離などどいうへことは問題外である。し彼女に

　十とって、神は最も身近な所一台所のかまどの直=ぐ上のあこたりにもおられるのであらだ。）　＼

　ト先ず第¬-に、作者のヴィラ・キャザーにとって、第一次大戦を理想主義と物質主義の一大聖戦と=

信じた「理想主義者」のクロこド・ウィニラーが、最終的には丁愚者」39ｹであることは否めない事

実である。とはいえ、こめ純朴な丁理想主義者」を幻想め世界に追い詰めた最大の要因は、つまる
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どころ、ネブラスカの醜い男の世界であり、クロー……ドI.･゜6まﾐ言丿/ず壽れば√その醜い男の世界の哀れ

な犠牲者である。＜従って、彼の郷里を舞台とする本書の最終場面に登場するのは√｢ま‥るで一人の

人間のように、共･にクφ－ドのことを偲ぶ｣母親のイヴァンジしノリレと手伝い女の々卜千リーノのみ

であるレこめ母性的な女性たちが生き:ている限り√クロードもまレだ彼女たちの心の中で幸福に生き

続けること/が出来るのであるレ次に、この二人の女性が共に神に結び付廿ふれでいる碓は4犬絶望的

な=時開観の逆転の故に、丁否応な=ぐ、究極的な救いくという極めて宗教的な問題を意識せざる＼を得なぐ

なった作者の内面的変化を示す＼ものである√第三に､◇アペイサーが神=の存在を最も身近に感ずる人

物として描かれているのは√この知恵遅れめ善女が神に祝福された人間であるﾚごとを示すものであ

る。(＼という‥のも、彼女は寸心Iの貧しい者)、｢悲しむ者｣√｢柔和ﾚな者｣√｢哀れみ深い者｣、丁心め清いﾌﾟ

者｣、｢平和を作る者｣40であり、｢幼子のように自分を低くす瀋者｣41･であるかくらであるレ世俗的

な価値観を逆転させるのは、言う‥までもな丁く√信仰の世界である。語り手ぱ｢マヘイリ÷は若い頃

には随分と苦労したものである‥‥‥‥野蛮な山育ちの男と結婚したが、この男は彼女を酷使し√全

く生活の糧を与えなかった6彼女は丸太小屋の中で√空になゴ=だ穀物樽と冷え切っ光鉄φ鍋の側に

坐って、〈あの人〉が射止めたリスか盗んだ鶏をﾚもっで帰るのを待谷でいた頃を覚えている。しか

し往々にしてﾐ夫はただ山ウィスキーの一瓶を持言て帰る＼だ廿慾、しかも√彼女に冷酷に拳骨を振

り回すのであった。彼女は今は仕合せだと思うのである一一食べ物を乞うたﾄり、し薪を集めに森へ

入って行く必要もなく、暖かいベッドも、履く靴も、ま七もに着る＼物も保証されているか弓竹ある｣

(pL 21)と述べている6ノマヘイリーは丁花のない人生｣ヤを従順に生きる薄幸慨女性であｹﾞるが、時

間の正体が:｢破壊｣であるとするなら、この知恵遅れぬ善女こそ神に祝福された人物であるという

のも首肯できるごとである。◇という‥のも、彼女は時間を積極的に肯定するエロス的女生き方とは全

く無縁の世界に属する人間であるか画である｡･。マヘイサ尚は√

(1927)ニの主人公、大司教のデドゥーノレを精神的に/〈再生〉させるメ:=キシコ人の奴隷女、サーノダに

繋がる女性であり、その意味で彼女もまた紛れもなく母性的な女性の一人慾あると言えよう。………尚◇

　アレクサンドラ、アントニーア、マヘイリー、オＴガスタ、サj－ダと見でくれば、犬キャザーが終

生母性的な女性を讃え続けたことは確かであるが､……し1力ゝ･し、｡･一本･丿J･ヽ説を境に√その母性賛美の力点は

エロスの世界かぢアガペーの世界へと移り丁そめ行き着く先は聖母プリ丿の賛美と:なjるレベ醜:い男

の世界〉の台頭によ＼つて、開拓者世界の敗北と崩壊を思い知らざれた開拓者作家のフキャザニが√現

実の生に対する絶望感を深め:て行ぐにつれで、次第にかトしリシズムの世界に傾斜しくてゆくﾉのは、ﾚぞ

の確かな証左である。というのも、カトリシズムこそは徹底的/に聖母を賛美し、崇拝する唯¬-の宗

教であるからである。時間に捉われ√母性を賛美する独身女流作家の:キャザーが人生の黄昏を迎え

て、徹底的に時間比幻滅した時、彼女を究極的に救かなもめぱ√時間を越えるﾉ唯この母注的な女性、l

聖母のマリア以外に存在しないφは自明め理である。『我らの一人』を出発点とする1920年代の彼

女め文学め展開はﾐこの事実を明白に示していると言えよう。･　・・。･。･。　　･。　･･･。･。・。･。　　・。　･･

　＼　　十　　　十　＼　づ　　‥･　注六大　＝ト………………　　……

↓｡Willa Cather, "Prefatory Note"oi ＮｏtＵれｄをｒ　Ｆｏｒり〔1636トNewYorkトAlfred〕=人Knopf、

1971)……第一次大戦後のデメ=リカの社会情勢については、Ｆ……L.アニレン著√藤久ミネ訳、『オヅリ・イェスノタ士＼

デイ』(ちくま文庫､寸993)を参照。第一と第二は著者の言葉であり、=第三は解説者ぬ吉見俊哉氏の言葉である。ト

(1)＼｢くわれわれはﾄﾞﾉｲﾂ人をや:らつけた。今度はいま｣わしいボルシ1]ヴィメ=トをやううけよう。そししてlウィ

ルソンと彼のひきいる平和主義者の一党を追放するのだ〉ト。戦争の緊張jはゆるんできていたノ理想主義のシレグ

ホン玉は、ちょっと針でつつﾚかれただけで破れてしまった。平和になって最初の数週間がすぎ=ると、ト合衆国ぱ、

はたしてヴッドレロニ・ウイルソンが考えたように[全世界に真り民主主義が樹立されるように力をかす=]ﾚ準備

をととのえている＼のかどうか√疑わしくなってきたj。(p. 44)上(3)……｢新七い道徳律は戦後の幻滅感･のなかか=く
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ら生まれた。だから、新しいぞラルの代表者たちのから威張りや新時代の到来を告げるごとばの底には、やは

り根強い幻滅感がただよっていた。もし、このべ第一次大戦後の）ﾄ十年間を無作法な時代とい〉うならば、それ

は同時に不幸な時代ともいわねばなるまい。人生に意味を与え豊かにしていた価値体系は、古い秩序とともに

失われ、それに代わる価値は容易に見つからなかった」。（ｐバ66) (3)十「1920年代、アメ∧リカ人の日常生活は

根底から変容する=‥∠｡ラジオや新聞、雑誌などのマス・メディアの発達と大衆的浸透は√この国に住=む膨大な

人々の意識を、きわめて広い範囲で日常的に混ぜ合わせて=いった。こうした意識の撹絆には、上自動車の普及が

いっそう直接的に作用したであろう。人々は、これらの情報と移勤めメデイノアによって､コそれまでよﾉりもはる

かに容易に伝統的な共同体の規範から抜け出していった。ごもはやどれほど保守的な道徳家たちがひなんしよう

とも、すでに壁は突破されていたのである」。(pp. 486¬491)　＼　　　　　　　∧　/　　　　　し

　２ﾝSee Ｐａｒレ１ of David Stouck､　Willa Ｃａtlxｅｒ'ｓ　Ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎ(Lincoln: Univ. of Nebraska Press、

1975)｡　十　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　∧

3. Elizabeth Shepley Sergeant､ Willa　ＣａtＨｅｒ　ａ＼Ｍｅｍｏｉｒ(1953;　Lincoln:犬Univトof Nebraska

Press、1967)、p. 121.　　　　　　　　　　尚　’　　　　　　　　△　　　　　　　　／　　し　　　‥‥‥‥

　4. Cf. Willa Cather､ブNovel Ｄｅｍｅｕb↓e､”�Ｎｄびれ面ｒ‥Ｆｏｒtｖ、pp. 48-49:グThe higher process

of､art are all processes （ﾆ汀simplification.”　　＼　　し　＜　　　　　　‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥

＼5、Ｏｎｅ　ｏｆＯｕｒｓを失敗作と酷評した主な人々はS血clair Lewis、Mencken,耳eywood Broun、Ernest

Hemingway等である９ See James Woodrｅｓｓ､　Ｗｉｌｌａ Ｃａtheｒ.･Ａ ＬｉtｅｒａりLife (Lincoln: Univ. of

Nebraska Press、 1987)、pp. 333-334.　　　　　　　/　　　　　　･･･｡　･･　　　｡･　　　　｡｡　　　　｡･･｡

　6. Dorothy Tuck McFarland. 　Ｗｉｌｌａ Ｃａtfieｒ（Ｎｅｗ Ｙｏｒk:　Frederick Ungar Publishing Ｃ０.、

1972)、ｐト53.　　　し　　ニ　　　　　＼　　　　　　　＼　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　ニ

　7. Woodress、Willa、pp. 303-304.　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥　＝　　犬　　　　　犬　十

　8. Edith Lewis、Willa　Ｃａtheｒ Liｕｉｎｇ(1953; Ｌ毎如↓ｎ:=旧niv. of Nebraska Press､〉1976)、ｙしU7……

　9. Page references in this paper are to Ｏｎｅ　ｏ∫Ｏｕｒｓ(1922; New York: Vintage Ｂｏｏｋｓレ1971).

和訳は一部を除いて福井吾二訳、『我らの一人』･（成美堂、昭和58年）によるもめである。ニ‥　　　　　＼

10. Henri Bergson､　Ｍａｔtｅｒ ａ几ｄ Ｍｅｍｏｒｙ、Ｉｒａns. N.しM. Paul and Ｗし ＳへPalmer (New York:

Zone Ｂｏｏｋｓ、 1988)、p. 153.　　　　　　　　　　　　･｡　｡･･･　｡・｡　　･･　＼　　　つつ=　　　　しトニ

11. Cf. Alfred Kazin､　Ｏｎ　Ｎａｔ如ｅ Ｇｔｏ刻､ｎｄ: Ａｎ Ｉｎtｅｒｐｒｅtａｔｉｏｎ.‥of　Ｍｏｄｅｍ人ｍｅｒicとｍ Ｌｉtｅｒａｔｕｒｅ

（Ｎｅｗ York: Harcourt、Brace & World､1942)、p. 255: ”Ｈｅ is not△merely the scholar∇as artist、

the son of pioneer parents who has carried･ the pioneer j〕ﾑ卵如n into幽ｅ world of ａｒtコand

thought; he is what Wi1↓ａ Cather herself has always been and hoped to be¬a pioneer in

ｍ.ind、ａ Catholic by instinct、French by inclination、 ａ spiritual aristocrat with democratic

manners.”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

12. Willa Cather,、Ｔｋｅ Ｐｒ（がessoバs House (1925; New Ｙｏｒk: Vintage Books)、p. 258.　　＼

13. Matthews　5: 5　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　し　　　　ト　　　　犬　　　●●･　●●●　●●

14.キャザーは財も門地もない西部移住者の子供（7人兄弟の最年長者）①である。にもかかわらず√今よりも

遥かに男性主導の時代と社会の中で、彼女は若ぐして「アメリカめ夢且に捉われ､ししかも、一度ならず二度ま

でも「目の眩むような成功上を手に入れ、最終的にはアメ犬リカ最大の女流作家とな/つた非凡な女性である。従っ

て、先ず第一に、ネブラスカの田舎娘である彼女が保守的な東部社会の中で、とにもかくにも、「成功め夢丁を

果たす為には、その意識の深層に於て、女ではなくファウスト的な男として生きなければならなかったことだ

けは確かである。彼女が生涯独身を貫き、彼女の分身を兼ねる作中人物の殆ど全でが男性であるのは、その何

よりの証左である。次に、彼女が東部め大都市ニューヨークで念願の成功を果たししたのは三十の半ばであり、

しかも√その成功が結果的には「パラドックス」そのものであることを痛感したからこそ、故郷の辺境の地

（ディヴァイド）で豊かな〈生〉の創造に生き:た母なる女性を賛美する作家に転進した/のである。換言すれば、

キャザj一文学の顕著な特質である分身の性の倒錯と性愛忌避と母性賛美は、彼女が女であることを徹底的に抑

圧して生きたことの証であると言えよう。彼女が如何にト「男性的要素」を秘めた女性であろ犬うと、彼女の文学

に秘められた上記の特質は女であることに背を向廿て生きざるを得なかった彼女の心の傷跡を明確に示してい

ることだ廿は確かである。：　　　　　　　　　　　　ト　ノ　　　　　　　　　犬　　　　　　‥‥‥‥‥‥

15. See Woddress、 ＷＪα、ppレ303-304.　　　　ニ　……＝　　　　　　　　　＼犬　　＞
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